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隠れＳ系上司を押し倒したら、逆に甘く蕩かされてしまいました。
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「新見にいみさん……ほら、ここはどう？　気持ちがいいですか？」

「っぁ！」

　彼に馬乗りし、所謂騎乗位の姿勢で攻め立てる。

　腰を揺らすたびに、新見は眉間に皺を寄せて何かに耐えているようにも見えた。

　だが、時折零す悩ましげな吐息を聞く限り、彼はこちらからの攻めに酔い始めているようだ。

「っはぁ……紅子こうこ」

「なんですか？　もっと動いてほしいんですか？」

「……っ」

「いいですよ？　新見さんは、ここを擦ると気持ちよさそう……」

　左右に腰を振ると、新見は首を仰け反って快感に耐えている様子だ。その表情が凄まじくセクシーで、下腹部が切なく反応してキュンと締めつけた。

　奥底で堅くいきり立っている彼を締めつけたことにより、ますます堅さが増したように感じる。

　頬を紅潮させ、こちらを見上げる新見は色気ダダ漏れだ。

　こうして彼より優位に立っているのに、なぜかこちらが追い込まれているように感じてしまうのはなぜなのだろう。

　そんな疑問が脳裏を過ぎったが、今は自分のナカにいる彼を可愛がってあげたい。

　いつもは背の高い彼を見上げているのに、こうして上から見下ろしているなんて新鮮に感じる。

　同時に、優越感と淫欲まで刺激されてしまった上に、嗜虐欲までムクムクと湧き出してしまう始末。

　彼の鍛えられた胸元に手を置き、快楽に素直になる。

　先ほどまでは新見の反応を見ながら動いていたが、段々と身体も快楽を貪りたくなり激しく腰を振った。

　ハァハァと悩ましげな呼吸が響くホテルの一室は、淫らな空気が漂っている。

　お互いの身体がぶつかる音と、クチュクチュと蜜の音が厭らしい。

　ただ新見のことを気持ちよくさせたくて……腰を激しく振り続けた。
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「はぁ……好き」

「……」

「どうして私、こんなに新見さんのことが好きなんでしょう？」

　メディア戦略部の先輩である清田きよたと社員カフェテラスでご飯を食べ終え、部のオフィスに戻ろうとしたときだ。憧れの上司、新見の後ろ姿を見つけた。

　慌てて柱の陰に隠れ、紅子はほぅと感嘆のため息を漏らす。そして、ウットリとした視線を新見に向けて身体を震わせた。






　二十四歳の伊沢いざわ紅子こうこは県内の大学を卒業後、大手自動車メーカーであるＣ自動車に就職。メディア戦略部という所謂広報の役割をこなす部で勤務している。入社二年目の紅子にとって、毎日は日々勉強だ。

　一つ覚えてもその先を見越して動かなければならず、てんてこ舞いな状態。

　それでもこの仕事は好きだし、上司を含め同僚たちはとても素敵な人たちばかりなので辞めたいと思ったことは一度もない。

　昨年メディア戦略部には新入社員は配属されなかったので、今も尚、紅子は一番の下っ端で先輩たちに可愛がってもらっている。

　だが、それに甘えず仕事は頑張ろうと日々精進しているところだ。

　そんな紅子は、この会社に入ってすぐに課長である新見に一目ぼれをして恋に落ちてしまった。フォーリンラブ、まさにそんな感じである。

　直属の上司である新見は、とにかく素敵な男性だ。

　大人の社会に飛び込んだばかりの紅子にとって、男性的な色気を醸し出している彼は憧れてしまう要素をたくさん兼ね備えた人だった。

　彼のスペックを見せつけられるたびにのぼせ上がってしまいそうな紅子だったが、仕事で色々とお世話になっていくうちに新見の内面にも自然と惹かれていった。

　これは、もう自然の成り行きだと思う。なるべくしてなった。落ちるべくして、彼に落ちていったということだ。

　いまや日を重ねるごとにますます新見への恋にのめり込んでいき、底がないほど落ちて恋い焦がれている状況である。

　しかし、残念ながら紅子は新見から相手にされていない。いや、それでは語弊があるだろうか。

　女性として相手にされてはいないだけで、新見の部下として、そして愛玩動物としての需要はあるように思える。

　紅子のトレードマークであるダークブラウンの長い髪は、ポニーテールにしていることが多い。

　その髪に新見が触れては『大型犬の尻尾みたいだなぁ。だけど紅子はちっこいから小型犬か』などと弄られている。身長百五十五センチの紅子には、悔しいかな反論できない。

　可愛がられていると言えば聞こえはいいが、どう考えても女としては見てもらえていないという悲しい現実だ。

　それは新見に限ったことではない。

　紅子は部の中では最年少であり、比較的若い社員が多いメディア戦略部の皆から見てマスコット的存在なのだろう。誰しもが新見と同じように紅子をからかっては遊んでいるのだ。

　愛情を持っての弄りなのはわかっているので嬉しくも感じるのだが、複雑な気持ちを抱いていることも事実である。

　そんな複雑な気持ちを抱きつつ、紅子は柱の陰に隠れ続けた。

　胸を躍らせている紅子の視線の先は、メディア戦略部課長である新見にいみ聖ひじりが歩いている。

　その背中を盗み見ながら、紅子の胸はキュンと切なく鳴いた。

　新見聖、三十歳。独身。ガッシリとした体躯は、しっかり鍛えられていることがわかる。その上背が高く、尚且つ顔も素敵な男性である。

　おでこを出すように前髪は流しつつ、襟足は短めで清潔感が溢れている。

　彼の漆黒の髪は誠実さを醸し出していて、とにかく爽やかなイケメンだ。

　そんな新見は紅子の直属の上司であり、頼れる兄貴分といった感じで部下たちからの信頼も厚い。

　仕事もバリバリとこなしていく新見は、もちろん上司からのウケもよく、出世街道を進むエリート様だ。

　その上、爽やかイケメンの新見は、とてもスタイリッシュである。

　スーツ一つとっても、さりげないところで遊び心を出したりして、とにかくおしゃれな人なのだ。

　これだけ完璧なところを見せられてしまっては、どんな女性でも虜になってしまうのは仕方がないことなのかもしれない。

　そんな彼の隣には統括部長の近江おうみがいて、二人で何やら難しい顔をして話している。

　二人は大学時代からの友人らしく、プライベートでも仲がいいという。

　統括部長の近江は世界的にも有名自動車メーカーである我が社、Ｃ自動車の御曹司なのだが、その彼が全信頼を寄せているという人物が新見である。

　将来的に近江の右腕になることは間違いないだろう、と誰しもが思っていることだ。

　新見が資料を差し出し、それを近江が見つめている。

　平社員の紅子には到底理解ができない、難しい案件について話しているのであろう。

　そんな二人はとても絵になり、女性社員たちの憧れの的でもある。

　新見と近江はタイプこそ違えど、とてもモテる容姿をしている。

　近江はスラリとした体躯で柔らかい笑みがとてもよく似合う所謂王子様タイプで、新見はどちらかというと鍛えぬかれた身体で主を守る、頼りがいがある騎士タイプだ。

　そんなところもお互いの関係性を物語っているようで、面白い。

　すれ違う女子社員は皆が皆二人を振り返り、感嘆のため息を零す。その動作は一連の流れであり、お約束なことでもある。

　残念（？）ながら御曹司である近江にはすでに婚約者がおり、来月頭には挙式を行うことが決定している。

　玉の輿を狙っていた女子社員たちは一様にガックリと肩を落としたのだが、気持ちの切り替えは早かった。

　どうやら新見にターゲットを移したようで、ここ最近彼はかなり女子社員からアプローチされているらしい。

　元々新見派だった紅子にしてみれば、ライバルが一気に倍増したということになる。

　こうしてはいられない！　と意気込んでみるものの、表立った行動は出来ずにいた。

　今のように物陰から彼のことを見つめるだけしかできない紅子は、意気地なしだ。

　しかし、これが紅子にとって精一杯の愛情表現である。

　新見は紅子の直属の上司だ。となれば、同じオフィス内で話すこともできれば、顔を合わすこともできる。

　呑み会の席では一緒になれるし、残業だって一緒にすることだってある。

　明らかに新見に好意を寄せている女子社員たちより、彼に近い場所にいるのだ。

　しかし、大胆な行動を取ることができず、なかなかアプローチができない。

　それは全て、紅子に対する新見の態度が問題なのだが……。

　小さく息を吐きつつも新見の後ろ姿を見て心躍らせていると、隣から呆れたような大きなため息が聞こえた。

　紅子に付き合い、柱の陰に一緒に隠れていた清田は呆れ顔で見つめてくる。

　彼女にとって新見は同期であり、紅子の先輩だ。

　双方のことをよく知っている清田にしてみたら、紅子の恋に対する姿勢を見て思うことがあるのだろう。清田は、小声で紅子に諭してくる。

「ねぇ、紅子ちゃん。そろそろこの長い長ーい片思いをどうにかするつもりはないの？」

「……どうにか、ですか？」

「うん。こうして見守ること、早二年。仕事中にも完璧に部下の顔をしていて立派だけど、仕事を離れれば女として振る舞ったっていいと思うの。それなのに、紅子ちゃんは新見にアタックする素振りを一切見せない」

「……」

　黙ったまま固まる紅子を、清田は柱の陰から引っ張り出す。

　今、柱の陰から出れば隠れていたことが新見たちにバレてしまうかもしれない。そう思って慌てた紅子だったが、そこにはすでに新見と近江の姿はなかった。

　ホッと胸を撫で下ろす紅子に、清田はあからさまに息をつく。

「あのね、紅子ちゃん。貴女いくつよ？」

「……二十四歳になりました」

「今、紅子ちゃんは二十代前半。まだまだこれからだから大丈夫、なんて思っているでしょ？　それは甘いわよ？」

　どういう意味なのかわからず首を傾げると、清田はフンと鼻を鳴らして胸を反らした。

「いいこと、紅子ちゃん。二十台前半は、とにかく色々なことにチャレンジしていった方がいいわ。仕事も恋愛もね」

「チャレンジ……ですか？」

「ええ。今しかできないことっていっぱいあるのよ。恋愛については特にね」

「……」

「若い今だからこそできる恋愛があるんじゃないかしら？　それなのに、ずーっと片思いのままでいいの？　このまま何もせずに指を咥えているだけのつもり？　あっという間に年は過ぎていくわ」

「清田さん」

「わかっていると思うけど、新見はモテるわよ。課長になってからは仕事が忙しくて恋愛には目もくれていない感じだったけど、これからはわからないわ。すぐに彼女ができて結婚しちゃうかもしれないのよ？　新見だっていい歳だしね」

　清田の言う通りだ。モタモタしていたら、あっという間に素敵な女性にかっ攫われてしまうことだろう。

　わかっているが、紅子にしてみたら恋心を抱いて彼を遠くで見つめるだけが精一杯である。

　本当は紅子だって片思いのままでいいだなんて思っていない。

　可愛い部下の立ち位置に満足している訳ではないのだ。本当はもっともっと新見に近づいていきたい。

　しかし、下手に女を前面に出していったら、今までのように新見は紅子を弄ってはくれなくなる。それが原因で新見は態度を改めてしまうことは容易に想像ができた。

　だからこそ、今の関係を崩してしまうのは怖い。

　現況の立ち位置に甘んじている訳ではないが、このままの状態をキープしておきたいと願うのは臆病だからなのだろうか。

　黙ったまま俯く紅子の頭に、清田の手が触れた。

　ヨシヨシと言いながら頭を撫でてくれたあと、清田は「ごめんね」と言いながら顔を覗き込んでくる。

「紅子ちゃんが一途でいじらしかったから、つい」

「清田さん」

　ゆっくり顔を上げる紅子を見て、清田は困ったように眉を下げた。

「お節介だってことはわかっているんだけど……なんだか勿体なくて」

「勿体ない……ですか？」

　不思議に思って聞くと、清田は大きく頷いた。

「ええ。だって新見は紅子ちゃんのこと、とても可愛がっているでしょ？　脈はあると思うんだけどなぁ」

　清田は自信ありげに言い切るが、紅子は慌てて首を横に振る。

「そんな訳ないです。確かに可愛がってもらっているとは思いますが、それは私のことをある種ペットみたいな存在だと思われているだけですから」

「んー、そうかなぁ」

「そうですよ」

　清田にそう言われて気持ちが高揚していくのがわかったが、慌てて自分を戒めた。

　いい気になっていると、痛い目を見ることはわかっている。

　自分に言い聞かせるように、紅子は清田とオフィスに向かいながら心の中でもう一度自分を戒めた。

　なぜなら、幾度となく紅子自身『もしかして、新見さんは私のことを好きでいてくれているのかも！』などと夢見たことがあるからである。

　しかし、それはやはり夢で、何度もぶち壊されていた。もちろん、新見本人にだ。

　だからこそ、紅子は常に自分を戒めている。

　他の人より新見に可愛がられていると思い込んでいるのは勘違いであり、傲っている証拠だ。いい気になるな、と。

　清田とオフィスに戻ると、そこには満面の笑みを浮かべた新見がいた。

　その笑顔にドキッと胸が大きく高鳴ってしまうが、それは仕方がない。報われない恋をしているとわかっていても、彼に恋してしまっているのだから。

　新見と目が合うと、彼は紅子に手招きをしてきた。

　私ですか、と自分に指を向けて首を傾げた紅子に、新見はコクンと大きく頷く。

　仕事のことだろうか。そんなふうに思って彼に近づくと、「手を出せ、紅子」といきなり言い出した。

「へ？　手、ですか？」

「そう、手だよ」

　何のことだかさっぱりわからない紅子だったが、不思議に思いながらも新見に右手を差し出す。

　すると、新見はジャケットのポケットから何かを取り出し、紅子の手のひらに置いた。

　何だろうと視線を向けてみると、それは個包装のクッキーだった。

　どこかのパティスリーの物のようで、可愛らしくラッピングされている。

「紅子、甘い物が好きだろう？　それ、やるよ。さっき貰ったんだ」

「いいんですか！」

　パッケージを見るとショップ名が書かれており、そのショップ名に覚えがあった。

　どうやら、このお菓子は駅前にオープンしたばかりのパティスリーのクッキーのようだ。

　一度店に行ってみたいとは思っていたのだが、人気店らしくいつも店内は混雑していて入ることができずにいたのだ。

「これ、どうしたんですか？　駅前のパティスリーのお菓子ですよね？」

「お？　さすがは紅子。甘い物に目がないから知っているかと思ったら、やっぱり知っていたか」

「知っていますよ！　オープンしたてですけど賑わっていますよね」

「ああ。ここの店、亨とおるの嫁さんの店でな」

「近江部長の奥様！　そういえば、Ａ市でパティシエールをされていたんですよね。近江部長から聞きました」

「なんだ、紅子。亨のノロケ話に付き合ってやったのか」

「ええ。近江部長デレた顔をして教えてくれました。奥様ラブ！　っていうのが伝わってきますよね」

「全くだ。俺なんて毎日聞かされるんだぞ？　それも、顔を合わせるたびに……。勘弁してほしいよ」

　ゲッソリとしながら愚痴を言う新見だが、目はとても優しげだ。

　親友である近江が、幸せな結婚をすることになって嬉しく思っているのだろう。

　そういう友達思いのところも素敵だな、と思っていると、いつものように紅子のポニーテールに新見が触れた。

「さぁて、紅子。ご褒美やったんだから、イイ子で仕事しろよ」

「……あのですねぇ、新見さん。何ですか、その扱いは。どう見ても女性に対する扱いじゃないと思うんです！」

「そうか？　きちんと紅子を可愛がっているじゃないか！　うちの紅子は可愛いから、他の部の輩が狙っているかもしれない。危ないから、俺が守ってやるからな」

「ですから……」

　顔を引き攣らせて新見を見たのだが、彼はどこか真剣な面持ちで言う。

「うちの可愛い紅子に何かあったら、俺はお前のご両親に顔向けができない！」

「新見さん、うちの両親と会ったことはないじゃないですか」

　紅子の突っ込みにも負けず、新見の目はますます真剣味を帯びていく。

「紅子を狙う不届き者は、俺が成敗してくれる！」

「……」

「俺の目が黒いうちは、紅子には手出しをさせないからな！」

「あのですね、新見さん」

「おい、紅子。お前を口説きにきた男がいたら、必ず報告しろよ。俺が品定めをしてやるから」

「……」

　呆れかえる紅子の頭に、新見の手が触れる。そして、髪の毛が乱れるほど撫で回してきた。

　紅子を妹のように大事にしてくれるのも、こうして髪の毛がぐちゃぐちゃになるほど頭を撫でる行動も、全ていつも通り。

　嬉しいけれど、嬉しくはない。鼻の奥がツンと痛くなってしまう。

　わんこに対するような愛情表現をされて、ますますため息をつきたくなる。

　わんこ扱いは今までと同じだが、最近は父性にも目覚めてしまったようで「父親か！」と突っ込みを入れたくなるほどだ。

　ため息交じりで「髪の毛がグシャグシャになります」と注意をすると、新見は目を輝かせる。

「よし、俺がトリミングをしてやる」

「ですから、私はわんこじゃありません！」

　失礼します、と踵を返すと、背後から忍び笑いが聞こえる。

　どうやらまた新見にからかわれたようだ。怒りを込めて靴をカツカツと鳴らして席へと向かう紅子に、新見は声をかけてきた。

「紅子」

「今度は何ですか！」

　ふて腐れながらも、新見からの声かけには応じてしまう。

　それがなんとなく悔しいが仕事のことかもしれないと思い、嫌々振り向く。

　すると、そこには紅子を見て柔らかくほほ笑む新見がいた。

　彼の目には今、自分が映し出されているのか。そう自覚したら、胸の鼓動が高まってしまう。

　キュンと切なく鳴く胸に気づかないふりをしていると、新見は自分の手柄のように喜んで教えてくれた。

「昨日お前が出した企画書。いい出来だった。今までで一番だ」

「ほ、本当ですか!?」

「もう少しブラッシュアップしておけよ。もし、わからないことや疑問があったら迷わず俺に聞くこと。いいな？」

「……了解、です」

　顔が熱い。きっと顔が真っ赤なはずだ。

　そのことを新見に気づかれたくなくて、紅子は慌てて自分の席へと戻っていく。

　そこで清田と目が合ったのだが、紅子は切なく笑った。

　清田は『脈がある』と言ってくれたが、それは間違いだと思う。

　紅子の気持ちがわかったのだろうか。清田は困ったように眉を下げた。

　もう一度清田に小さく笑ったあと、紅子は自分のデスクにあるパソコンを起ち上げる。

　ログインパスワードを入力しながら、昨夜大人買いしたティーンズラブコミックのことを思い出す。

　昨夜は残業もなかったので足取り軽く家路へと向かっていたのだが、そこでふと目にしたのが大型書店だった。

　久しぶりにとびきり甘いラブストーリーが読みたいと思い立って、迷いもせずにコミック売り場へと足を運んだ。

　そこで見かけたのが、ティーンズラブコミックだった。

　書店員オススメ！　と書かれたＰＯＰに惹かれ、全五巻の漫画を大人買いしたのだ。

　家に着いて早速読み始めたのだが、一人でキャアキャアと悶絶しながらページをめくった。

　今までこれほど過激なラブシーンがある漫画を読んだことがなかったため、紅子には刺激が強すぎた。だけど、目が離せないほどのめり込んでしまった。

　濃厚なラブシーンに加え、そこには激しい愛情もぶつかり合っていて最後まで目が離せなかったのだ。

　強引に男性を押し倒し、女王様のようなセックスを仕掛けるヒロイン。

　絶対に紅子では言えないセリフの数々をヒロインは口にして、男性を口説いていく。

　最初こそギクシャクしていた二人だったが、幾多の困難を乗り越えて心を通わせていく過程はドキドキして胸がキュンと切なく鳴いた。

　自分では到底こんな恋愛はできない。それに女性リードでエッチをするなんて……考えただけで赤面ものだ。

　最後まで一気に読み切った紅子は、しばらく漫画の世界にどっぷりと浸ってしまうほど嵌まってしまった。

　ヒロインが男性に告白するシーンは、何度も読み返してしまったほどだ。

（私にもあの漫画のヒロインのような勇気が持てれば……この現状も少しは変化が現れるかもしれないのに）

　そう思いつつも、残念ながら紅子は保守的だ。刺激の強い日常より、安定した日常を選択する。

　動きださなければ何も始まらない。だけど、何も始まらなくてもいいとさえ思う。

　新見にペットとして可愛がられているだけでも幸せを感じている。

　だから、あまり欲張りにならない方がいい。堅実に、いつも通りの日常を送ることが大切だ。

　現状維持で何が悪い。このまま……可愛い部下として新見とは接していく方がいいだろう。

　どんなに足掻いたって、新見は上司としての顔で紅子に接するのだ。

　それがわかっているのに、今の居心地がいい関係をわざわざ壊す必要はない。

　紅子は小さく息を吐いたあと、すぐさま仕事に取り組み始めたのだった。

















２












　三月の大安吉日。日曜、快晴。

　まさに結婚式にふさわしい日である。

　先日まで雨ばかりの日が続いていたのだが、今日のこの良き日に雨はピタリと止み、久しぶりに青空を仰ぐことができた。

　これも、すべて主役二人の日頃の行いが良いためだろう。

　隣の席に座っている新見に言うと、ニヤリと意地悪な笑みを浮かべた。

「亨の嫁さんの行いがいいんだろう。間違っても亨の行いがいいわけじゃない。草食系と見せかけておいて、実は肉食系だからな」

「新見さん。今日の主役のこと、そんなふうに言っちゃダメですよ！」

　あちらこちらに近江の親戚や関係者が山ほどいる式場で、そんな恐ろしいことを口にできるのは新見だけであろう。

　新見に対して苦言を呈すると、彼は嬉しそうに目尻たっぷり皺を寄せた。

「大丈夫、大丈夫。亨はそんなに心の狭い男じゃない」

「いやいや、そういう意味じゃなくてですね」

　近江が懐の大きい男性だということは、紅子だってよく知っている。

　だが、場所が場所である。慎んでください、と新見に注意すると、悪戯っ子のようにニカッと笑うのみ。反省の色は全く見られない。

　小さく息を吐いたあと、紅子は会場内に視線を巡らせた。

　ただいま、Ｃ自動車の若き御曹司である近江の結婚披露宴が行われている。

　近江はメディア戦略部とＰＲ促進部の統括部長をしているため、部内の社員は今日この披露宴に招かれたのだ。

　今はお色直しの最中で、主役の二人は中座している。

　宴も酣たけなわ、ガヤガヤとした会場内ではあるが、誰しもがこの披露宴を楽しみ、若き夫婦を祝福している。

　会場内が始終温かい雰囲気に包まれているのは、近江と奥様の人柄のおかげだろう。

　口直しのソルベを口に運んでいると、新見は突然紅子の方を見て感慨深そうに頷いた。

「どうしましたか？　新見さん」

「ん？」

「いえ……なんだか先ほどから私のことを見ていませんか？」

　一応やんわりと伝えたつもりだ。しかし、見ているなんてレベルの話ではない。

　がっつりと凝視していると言っても過言ではないほど、新見は先ほどから紅子のことを見つめているのだ。

　その視線を肌で感じて居たたまれなくなった紅子は、白旗を振って彼に問いかけたのだが……。

　新見は腕組みをして、何かに納得したように頷く。

「いつも通り、紅子は可愛いなぁ」

「……」

「可愛い、可愛い」

　つい先日はお父さんのようだと思っていたが、今日の新見は親戚のオジさんバージョンになっている。

　新見は本当に仕事が出来る男だ。それに部下に対しても丁寧で的確な指示を出してくれるし、上司からもウケがいい。

　もちろん将来社長になる近江からの信頼もかなり厚いことを知っている。

　それなのに、どうして仕事から離れると途端に悪戯っ子のようになるのだろうか。

　可愛いと言ってもらえることは正直嬉しいのだが、バカにされているような気もして心の中がモヤモヤする。

　紅子は唇を尖らせながら、新見にチラリと視線を向けた。

「……それ、褒めていますか？」

　紅子の発言を聞いて一瞬目を丸くさせた新見だったが、むきになって言い募ってくる。

「褒めているぞ。めちゃくちゃ褒めているだろう？」

「……」

　納得できない。紅子は、新見から視線を逸らして再び唇を尖らせた。

　今日の紅子の装いのテーマは『大人の女』である。

　ロイヤルブルーのワンピースはシフォンのフレンチ袖で確かに可愛らしい雰囲気もするが、襟元はデコルテをキレイに見せるためにスクエア型にカッティングされていて、肌を少し多く出している。

　そこに母親から借りた一粒ダイヤのネックレスで彩りを付け、耳には縦長の螺旋が柔らかくカールする華奢なイヤリングが揺れている。

　美容室で『大人の色気を出してください！』と無理難題を突きつけてヘアセットもしてもらい、メイクもいつもの淡い色ではなくブラウンを主体とした大人色で纏めてもらった。

　口紅もいつもなら絶対につけないボルドーカラーだ。

　雰囲気だけでも大人の女を目指したのだが、新見の反応はいつも通り『可愛い』の一言だけである。

　もっと違う言葉をもらえるのではないかと期待していたのだが、やはり無理な話だったようだ。

　ガックリと肩を落とす紅子を不思議そうに見たあと、新見はグラスワインを呑む。

　喉仏が動く様はとてもセクシーで、やはり大人の色気が溢れ出ている。悔しいが、やはり格好いい。

　チラチラと新見を見ていた紅子に、彼はしみじみとした口調で言った。

「紅子は、うちの部に入って二年。この春で三年目……今は二十四歳か」

「はい」

　話の内容がガラリと変わったため、紅子は慌ててスプーンを置いて姿勢を正した。そして、隣に座る新見に身体ごと向き直る。

　すると、新見は感慨深そうに紅子を見つめてきた。その瞳はとても柔らかく優しげで、見つめられただけでドキドキしてしまう。

　頬が紅潮し始めた紅子に、新見はポツリと呟いた。

「そろそろ結婚を考える時期に差し掛かってきたなぁ……」

「……」

　何を言い出したのか、この上司は。紅子は頬が引き攣るのを感じながら、どこか遠い目をしている新見を見る。

　今は花嫁の父親の心境になっているのだろうか。新見からは、上司というより父親の雰囲気がする。

　いつものことだとはいえ、ますます自分のことを子供扱いされているように思えて我慢ならない。

　紅子は大きく息を吐き出したいのをグッと我慢していると、新見は今日一番の笑顔を向けてきた。

　トクンと胸が一際大きく高鳴る。

　こんな笑顔を向けられてしまえば、紅子の恋は深みにもっと嵌まってしまう。

　頬が熱くなるのを感じながら彼を見つめていたのだが、次の瞬間彼の言葉によって奈落の底へと落とされてしまった。

「紅子の結婚式のときには、俺が上司としてスピーチしてやるからな」

「っ！」

　グサリと鋭利なナイフで刺されたように胸が痛む。紅子は、その場で泣き崩れたくなった。

　花嫁の父でもない、親戚のオジさんでもない。きちんと上司の顔をした新見。

　だが、その一言は彼に恋心を抱いている紅子にとってはこれ以上ないほど残酷な言葉だった。

　紅子は新見に女として見られていない。そう思うのは、彼から告げられるこういう言葉の数々のせいだ。

　だけど、今は近江の結婚披露宴の真っ最中。傷ついたからといって、泣くわけにもいかないだろう。

「そうですね。結婚することができたらお願いします」

「紅子は早く結婚するかもなぁ。結婚してからも仕事を続けてくれると嬉しい」

「未来の旦那と相談してみます」

　サラリと躱して再びソルベに口をつける。先ほどまではさっぱりとした味わいだったのに、なぜか苦く感じてしまう。

　小さく息を吐くと、会場の照明が落とされて暗くなる。

　司会者が声高らかにお色直しが終わったことを告げた。どうやら幸せいっぱいの二人はこれから再入場するようだ。

　鳴り止まない拍手の中、新郎新婦は、艶やかな和服姿で登場した。

「素敵……」

　誰にも聞かれないほど小さな声で呟いたつもりだった。

　しかし、隣に座っている新見の耳に入ったらしく、拍手をしながら返事をしてくる。

「ああ。紅子もすぐに可愛い花嫁さんになれるぞ。俺が保証してやるから」

「……あまり鵜呑みにはしないようにしておきます」

　紅子のヤケクソな言葉は、周りの歓声にかき消されて新見に届かなかったようだ。

　蕩けてしまいそうな笑顔を振りまく二人に拍手しながら、彼は紅子に視線を向けないまま呟く。

「紅子が結婚するって言い出したら、俺は泣いてしまうかもしれないな」

　その言葉は、彼の本心なのだろう。

　優しい上司だ。頼れる兄貴分でもある。こんなふうに思ってもらえるなんて、本当ならありがたいことなのだろう。

　可愛がられている証拠だけど、紅子の心には何一つ響いてこない。それどころか、胸の傷は深まるばかりだ。

「意地悪ですよ、新見さん」

　新婚の二人がおでこを突き合わせてほほ笑む。列席者たちからの冷やかしの声が一段と大きくなり、紅子の訴えは新見に届くことはなかった。










　披露宴が終了し、二次会の会場へ。

　こちらは新郎新婦の気心が知れた友人たちと、近江の部下たちが二人を祝って設けた会だ。

　近江の友人たちが幹事を務めたらしく、会場も素敵なところだった。

　披露宴が行われたホテルから徒歩五分の距離にあるレストランを貸し切りにした会場はガーデンパーティーも行えるとあって、室内と屋外の二箇所で楽しむことができる。

　今日は朝から快晴が続き、屋外に出ていても気持ちがいい。今は、ライトアップされていてとても煌びやかで素敵だ。

　料理はもちろん、お酒の種類も様々で目移りしそうである。

　紅子が一番目を輝かせたのは、デザートの豊富さだった。

　紅茶などのお茶もバラエティーに富んでおり、披露宴にも出席した女性陣たちが大喜びしている。

　披露宴でしっかりお酒を呑んだあとだったので、温かいお茶はありがたい。

　焼き菓子は今日の主役、近江の奥様のお手製だという。これは食べなくちゃ損だと思い、香り高きアールグレイのマスカットフレーバーを楽しみつつ、ラング・ド・シャを頬張る。

　サクサクとした食感に、香り高きバターの風味。間に挟まれたジャムの酸味と絶妙にマッチしていて思わず頬が綻ぶ。

　清田と一緒にお茶を楽しんでいると、今日の主役がやってきた。

「伊沢さん、清田さん。今日は本当にありがとう」

「近江部長！　そして奥様、おめでとうございます。お二人ともすっごく素敵でした！」

　紅子が興奮気味で伝えると、近江はいつも通り柔らかい笑みを浮かべて照れくさそうにしている。

　本当に幸せそうな二人を前に羨ましくて仕方がない。

　いつかこんなふうに新見と笑い合う日がこないだろうか。そんなありもしない未来を思い浮かべては、心の中で深く落胆してしまう。

「そういえば、伊沢さんの騎士ナイトは？」

「騎士？」

　誰のことを言っているのかさっぱりわからないでいると、近江は肩を震わせてクスクスと笑う。

「聖だよ、聖」

「新見さん、ですか？」

「そうそう。聖は、伊沢さんのこと目に入れても痛くないってほど可愛がっているからね」

「そ、そんなことは……」

　さすがにそれは言い過ぎだろう、と窘めようとしたのだが、隣にいた清田が大きく頷いて近江に賛同してきた。

「本当、新見は紅子ちゃんの保護者みたいなところあるから」

「ははは、確かに。伊沢さんがお嫁に行くなんて言ったら、聖のヤツ泣き出しそうだね」

「全くよ」

　同期である近江と清田は二人して好き勝手なことを言っているが、紅子に対しての新見はまさに保護者のようだ。だからこそ、二人に言い返せない。

　保護者……。やはり周りから見ても、そう思われているということだ。

　新見と紅子が並んでも、恋人同士には見えないのだろう。せいぜい兄と妹といった感じだろうか。

　わかっているから、それ以上は言わないでほしい。傷口に塩をたっぷり塗られたようにズキズキと胸の奥が滲みる。

　ガックリと項垂れながらも、それを表に出すことは極力避けた。

　なんと言っても今日は近江の結婚お祝いの場だ。暗い顔をしていたら失礼に当たるだろう。

　なんとか体裁を保っている紅子の耳に、近江たちを呼ぶ声が聞こえた。

　今日の主役なのだ。ここでずっと引き留めておくわけにはいかない。

　二次会にもたくさんの人が参加しているから、今日はもう近江と奥様に話す機会はないだろう。

　もう一度清田と一緒にお祝いの言葉を贈ると、近江の奥様が「ありがとうございます」とキレイな笑みを浮かべた。

　本当にキレイな人で、大人の余裕を感じる。彼女のように大人な女性になれば、新見は振り向いてくれるのだろうか。

　出来もしないことを考え、それをすぐさま打ち消す。

　残念ながら、紅子のことを新見は女として見てくれないだろう。それは、一生……。

（そろそろ、潮時なのかなぁ……）

　去って行く主役二人の背中を見つめていると、近江がなぜかこちらを振り返り足早に紅子のところにやってきた。

「近江部長、どうしたんですか？」

　突然の近江の行動に驚いて目を丸くすると、彼は少しだけ腰を屈めて紅子の耳元で囁いた。

「次はきっと伊沢さんの番だよ」

「え？」

　近江の言葉の意味がさっぱりわからず首を傾げていると、彼は困ったように笑って去って行く。

「ん？　紅子ちゃん。近江、何だって？」

「さ、さぁ……？」

　どうしてあんなことを近江は言ったのだろうか。紅子の番とは一体……？

　もう一度首を傾げていると、清田に腕を掴まれた。

「ねぇねぇ、紅子ちゃん。ビンゴゲームが始まるみたいだよ。室内に戻ろうか」

「あ、はい！」

「さっき景品を見たけれど、すっごく豪華だったよ。さすがはＣ自動車御曹司。太っ腹だわ」

「へぇ、それは楽しみです！」

　落ち込んでいても仕方がない。お祝いの席だ。楽しまなくては申し訳ないだろう。

　清田に連れられて室内に戻った紅子は、そこに並べられている景品の数々を見る。

　清田が言った通り。目移りしてしまいそうなほど豪華で、開始前から参加者はやる気満々といった感じである。これだけ景品が良ければ、誰しもが目を輝かせることだろう。

「何か当たるかなぁ。頑張ろうね、紅子ちゃん！」

「はい！」

　取りあえず悩んでいても何も解決しない事柄は、ひとまず置いておこう。

　配られたカードを握りしめ、「当たりますように」と願掛けをする。

　失恋間近で可哀想だからと、神様が同情してくれるかもしれない。

　ビンゴゲームは、かなりの盛り上がりを見せており、あちこちから悲鳴や歓喜の声が聞こえる。

　もちろん紅子もドキドキしつつビンゴゲームに参加した。元々こういうゲームなどで一位など取ったことはなく、「参加賞は何かなぁ」と思っていたのだが、誰の元にもたまには奇跡が起こるらしい。

『一位は伊沢紅子さんでーす！　亨くんの部下さんということですが、お気持ちは？』

『えっと……とにかくビックリです』

　たくさんの人たちの前に立たされた挙げ句、マイクを向けられて慌ててしまった。

　かなりの参加者がいる中、紅子は一番にビンゴを達成したのである。

　なんとその景品は、先ほど披露宴が行われたラグジュアリーホテルのペア宿泊券。それもすでに部屋は用意されているらしく、今日泊まることも可能だという。

　まさかそんな素敵な景品が当たるとは予想もしていなかったため、挙動不審になってしまう。だが、嬉しいものは嬉しい。

　気分が一気に高揚した紅子は、その後カクテルを何杯もおかわりしてしまった。

　普段からあまりお酒が強くないので、いつもならお酒の量をセーブしている。だが、今夜は気分が大きくなっていた。

　なんと言っても、紅子は今夜自宅に帰らなくてもいいのだ。自然と呑むピッチも速くなってしまう。

　もし酔っ払いになったとしても、電車に揺られて徒歩で自宅に帰らなくていい。

　先ほどビンゴゲームで当たった宿泊券を利用すればいいのである。こんなに素敵な景品を用意してくれた近江に感謝、感謝だ。

　しかし、調子に乗りすぎたようで、会が終わるころには千鳥足になってしまった。

　そんな紅子を見かねた新見は、いつも通りの保護者面をして介抱してくれる。

　とはいえ、新見もしっかりとお酒を呑んでいる様子だ。

　彼の友人もたくさんいたようで、かなり呑まされたようである。

　紅子のように足元が危ういわけではないが、ある程度酔いが回っているように見えた。

　そんな新見だが、いつものごとく紅子に注意をしてくる。

「ダメだろう、紅子。嫁入り前の娘がこんなに酔っ払ったら」

「……」

　どうやら新見は、父親モードに入っている様子だ。しかし、口やかましく紅子を注意しながらも優しく介抱してくれるのが新見である。

　彼に支えられ、身体と身体が触れ合う。そのとき、ふんわりとアクアノートが鼻を擽った。新見がいつもつけているコロンの香りだ。

　いつもより近くに、より濃く香りを堪能できて、紅子はなんだか嬉しくなってくる。

　陽気に笑う紅子を見て大きくため息を零した新見だったが、よいしょと紅子の肩を引き寄せて笑った。

「でも、良かったな。ビンゴゲームでいい景品が当たって」

「はい～。だから、後先考えずに呑んじゃいました」

「だろうと思った。いい気になって深酒しないように注意しようと紅子の所に行こうと思っていたのに、野郎どもに捕まっちまって。なんとか解放されて駆けつけたけど、遅かったんだよなぁ」

「ふふふ」

「ダメだろう、紅子。酒は気をつけて呑め」

「はーい！」

　まさに酔っ払いと化している紅子は、陽気に手を挙げて返事をする。

　困ったヤツだ、と眉を下げて笑う新見は文句なしに格好いい。

　紅子は新見に抱えられながら、披露宴会場だったホテルロビーまでやってきた。

　新見はフロントで紅子が貰ったチケットを提示すると、カードキーを受け取る。

「お？　ジュニアスイートだぞ？　奮発したなぁ」

　なんと景品の部屋は、ジュニアスイートらしい。確かに奮発したようだ。

　元々このホテルはラクジュアリーホテルとして有名な所なので、お値段設定も高めだと聞いたことがある。

　それなのに、ジュニアスイート。太っ腹すぎて目眩が起きそうだ。

　こんな酔っ払った状態でのジュニアスイート……。素面のときに宿泊をすれば良かったと後悔しても後の祭り。

　紅子は新見に支えられた状態でエレベーターに乗り込む。

　新見がカードキーをタッチパネルにかざすとエレベーターの扉が閉まり、そのまま指定階まで上昇していく。

　さすがはジュニアスイートフロア。そのフロア専用のカードキーを持っていないと、その階にいけない仕組みになっているらしい。

　こんな高級感溢れているホテルでの宿泊が初めてである紅子は、ますます気分が上昇してきてしまった。

　自分を抱えている新見に視線をチラリと向ける。

　新見はいつもスタイリッシュなスーツを着ているが、今日の彼はいつもとはひと味違ってますます格好よさが際立っている。

　スリーピーススーツは光沢のあるインクブルー。シャープな印象のスーツは、新見のボディラインを官能的に見せているように思う。

　ワイシャツはホワイトで色のメリハリをつけ、ネクタイはシルバーに寒色系のストライプ。Ｖゾーンにはドレッシーさをアピールするために、ゴールドのカラーバー。

　どこにも隙はなく、さすがは新見といった感じだ。

　前髪はいつもラフな感じに流しているが、今日はキッチリとセットをしていて男の色気が漂っている。

　いつも以上に素敵な新見に、すっかり紅子は熱を上げていた。

（ねぇ、新見さん。少しは私のことを女として見てくださいよぉ……）

　紅子はそんな祈りにも似た気持ちで彼を見つめるのだが、新見は紅子の熱い視線に気がついてくれない。

　紅子が素面であったのなら、『やっぱり私のことは子供扱いかなぁ』と落ち込む場面である。

　しかし、今の紅子はいつもとはひと味もふた味も違う。

　いつもよりドレッシーで背伸びをした格好をしていて、尚且つ酔っ払っている。

　アルコールで気が大きくなっている今、紅子はイイ子のままではいられなかった。

「ほら、着いたぞ」

　新見は部屋の番号を確認したあと、カードキーをかざして扉を開ける。そして、紅子を抱えたまま部屋の中へと入っていく。

「ふーん、さすがはジュニアスイート。広いなぁ」

「……」

　新見が感心するのを見たあと、紅子も部屋を見回す。

　調度品もスタイリッシュで素敵だし、なにより部屋が広い。

　奥に続く部屋に視線を向けると、そこには今まで見たことがないほど大きなベッドがあった。

　あのベッドで今夜、紅子は一人で眠る。そう考えたら、無性に寂しさが込みあげてきてしまう。

　今回景品で貰ったのは、ペア宿泊券だ。紅子一人ではなく、もう一人誘ってもいいということである。

　それなら、新見を誘ってしまえばいい。いや……押し倒してしまえばいい。

　正攻法で新見を真っ正面からお誘いしたって、保護者面をして逃げられてしまうだけだ。

　いや、説教が始まってなかなか終わりが見えなくなるかもしれない。

　それなら、彼を押し倒してしまえばいいのだ。

　今、自分が正気ではないことは薄々気がついている。だが、もう……色々と我慢の限界がやってきていた。

　ペット扱いなんてされたくない。可愛い部下のままで終わらせたくはない。

　妹でも娘でもない。一人の女として見てほしい。それが紅子の本心だ。

　ずっと逃げていた気持ちに向き合った瞬間、どうしても新見が欲しくなってしまった。

　姑息な手を使ってもいい。どうしても、どうしても彼が欲しい。

「紅子？」

　新見に声をかけられたが、それを無視してベッドルームへと足を運ぶ。

　フラフラとした危なげな足取りだったが、なんとか大きなベッドにダイブすることができた。

「おい、大丈夫か？」

　新見もベッドルームへとやってきて、紅子の顔を見下ろした。

　彼の目には純粋に心配の色が濃く映っている。心配してくれるのは嬉しい。だが、紅子にしてみたら、彼にはもっと違う感情を抱いてほしいのだ。

　何も言わない紅子に、新見はますます心配そうに顔を覗き込んできた。

「紅子？」

「隙あり！」

「っ！」

　新見のネクタイを掴んで引き寄せたあと、ジャケットの両襟を掴んで彼を押し倒した。

　今、紅子は新見の腰に跨がって、彼を見下ろしている。

　何が起きたのかわからない様子の新見だったが、すぐに表情が引き締まった。

　先ほどまでの酔っ払いモードではなく、新見は真剣味を帯びた目で紅子を見上げている。

「どけ、紅子」

「……」

「男をベッドに引きずりこんではダメだ。早く降りろ」

　仕事の最中を彷彿させるような厳しい声だった。

　一瞬恐れを感じた紅子だったが、紅子としても捨て身の覚悟だ。

　酔った勢いとはいえ、もう限界だった。

　妹でも、娘でも、姪でもなく……ただ、普通の女性として見てもらいたい。その一心だ。

　いつもの紅子なら「冗談ですよ、冗談！」と言って笑って謝り、それを見た新見は「バカ、そういう冗談は相手を見てしろよ」などと言って注意されるのがオチだろう。

　きっと新見はそれを願っているし、紅子なら折れるだろうと思っているはずだ。

　だけど、そんなことにはさせない。少しは焦ればいいのだ。

　紅子の据わった目を見て、新見は目を見開いた。そんな彼に対し、紅子の唇は薄く笑う。

「新見さん。私ね、こう見えて学生時代は柔道部員だったんです」

「は……？」

　固まったままの新見の頬に手を伸ばし、ゆっくりと触れる。

　ずっとずっと、こんなふうに彼に触れたかった。触れてほしかった。

　一夜だけでもいい。新見に触れたい。彼に自分を刻みつけたい。

　愛してくれなんて言わない。だから、せめて一夜だけでも夢を見させてほしいのだ。

　どうせ覚める夢なら、最後まで突き通してしまおう。

　紅子の気持ちは、固まった――――

「寝技が特に得意だったんですよ。こんな小さな身体でも、強い相手をねじ伏せることができちゃうんです」

「っ！」

　新見の頬を包み込むように両手で触れたあと、紅子は泣きたくなるのをグッと堪えた。

「私のこと、ただの年下の女の子だと思っていたら、痛い目に遭いますよ」

「紅子？」

「私、今夜、新見さんを帰しませんから」

　彼が何かを言う前に、紅子は強引にキスを仕掛けた。
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　急に激しい動きをしたせいだろうか。頭がクラクラする。

　やはり、いつもより多めにアルコールを摂取してしまったせいだろうか。

　それなのに、身体の大きい男性をベッドに押し倒すなんてことをすれば、余計に酔いが回ってしまう。

　現に視界がユラユラと揺らめき、軽い目眩を覚える。

　自分から仕掛けたキスに最初こそ戸惑いと罪悪感を抱いた紅子だったが、次第にそれらも薄れてきた。アルコールの力、恐るべし。

　夢うつつ、今の紅子にふさわしい言葉だろう。

　男性に対し、こんなふうに積極的にキスをしたことがなければ、押し倒すなんてしたことがない。

　それも相手は、ずっとずっと大好きだった新見だ。だからこそ、自分が今していることが信じられない。

　夢でも現実でも、なんでもいい。今、新見に触れている。それが紅子にとって、すべてだった。

　彼の両頬を手で包み込むようにし、紅子は無我夢中で唇を貪る。

　セクシーな唇に今、まさに自分の唇が触れている。その事実に、ますます身体が高揚していく。

「っふ……ぁ」

　甘い吐息が漏れてしまう。紅子からキスを仕掛けているはずなのに、どうしてこんなに感じてしまうのだろうか。

　最初こそ紅子優勢だったキスが、いつの間にやら新見のリードに導かれて舌が絡みついていた。

　熱く卑猥なその舌は、性体験未熟な紅子には脅威だ。

　大人の男の淫らな舌技に、紅子の身体も思考も蕩かされていく。

　息苦しくなって慌てて身体を起こして唇を離した紅子に対し、新見は舌なめずりしながら見上げてくる。

　その瞳は余裕綽々で悔しさも込みあげてくるが、なにより色気が濃く映り、紅子の感情などひとたまりもなく震えてしまう。

　ドクンと胸を大きく高鳴らせている紅子に、新見は意地悪く口角を上げる。

　卑猥な彼の表情を見て、紅子はますます胸の高鳴りを感じた。

「ほら、お前が誘ってきたんだろう？」

「っ！」

「こんな可愛いキスじゃ、俺は感じないぞ？」

「まだまだ！　こんなんじゃありませんから」

　新見からの挑発にカチンときた紅子は、むきになって再び彼の唇に自分の唇を押し当てた。

　そして自らも舌を差し込み、彼の舌に絡みつかせる。

「っふ……ぅ、んん！」

　最初こそ紅子のリードに任せていた形の新見だったが、すぐに形勢逆転。彼の舌に翻弄されてしまう。

　彼の舌は紅子の舌の根を擽るように触れたと思ったら、今度は歯列をなぞるような動きをしてくる。

　唾液がこんなに甘いなんて知らなかった。そう思えるほど、お互いの唾液を混ぜ合わせるようなキスに紅子の息も荒ぶってしまう。

　これほど深く情熱的なキスをしたことなど一度もない。紅子は、早々に白旗を振りたくなった。

　恋愛偏差値で言ったら、明らかに紅子は新見の足元にも及ばないだろう。

　彼の恋愛遍歴は全く知らないが、社内で流れる噂を聞くだけでも恋多き男だということは把握している。

　一方の紅子は、語れるほど今まで恋愛をたくさんしてきたわけではない。

　右手だけで充分足りるほどしか経験はない。

　セックスに関していえば、それこそ右手で足りる回数のみだ。そんな紅子が、恋多き男に打ち勝つことなど無理だろう。

　負け戦だとわかった上で紅子は今、新見を組み伏せている。負ける気覚悟で挑んだ戦いではあるが、序盤にして紅子の負けは見えていた。

　ようやく新見に解放された唇からは、荒い息しか出てこない。

　紅子の唇に残ったものと言えば、柔らかい感触と火傷してしまいそうなほどの熱。そして、媚薬でも仕込まれてしまったかのように甘美に震える痺れだ。

　もっと欲しい。もっと、もっと彼の唇に触れていたい。

　そこから紅子の意識は、真っ白になっていった。何が何だかわからぬ状況の中、紅子は新見のネクタイに手を伸ばす。

　サラリとしたシルクの感触を味わいながらも、早くこれを解いて彼の首筋に齧り付きたい。そんな欲求が込みあげてくる。

　すると、ネクタイを掴んだ紅子の指に、新見が手を伸ばしてきた。

　再び彼の熱を身体に感じ、何かを期待するように震えてしまう。

　紅子の戸惑いを見た新見は、ゆっくりと目を細める。その視線に抗うことなどできない、そう思えるほどの熱を感じた。

「紅子。ほら、ネクタイ解いて」

「解き方……わから……な、い」

　舌足らずの紅子に、新見の口角は意地悪く上がる。その表情がとてもセクシーで、身体中が意図せずに熱くなった。

　男性のネクタイを解くなんて経験を今までに一度もしたことがない紅子は、ネクタイを外してほしいと言われても困ってしまう。

　戸惑う指先に、新見の長く節くれだった指が触れた。

「ほら、こうして……そう、紅子は何をさせても上手だな」

　口調はとても穏やかだ。柔らかくて優しく、いつも通りの上司の顔をした新見がそこにはいた。

　だが、彼の指先はどこか淫らな動きをしていて、紅子の情欲を煽っているようにも思える。

　彼にリードされながら、紅子はネクタイを外すことに夢中になっていた。

　ようやく解いたネクタイは、紅子の手から滑り落ちてベッドの下に落ちていく。

　それを視線で追っていると、再び紅子の指に新見が触れた。

「ほら、次はワイシャツのボタンを外して」

「えっと」

「ボタンは外すことが出来るだろう？　ほら、早く」

「……っ」

　視線を泳がせる紅子に、新見は大人の色気を前面に押し出してくる。

　フッと声に出して笑う新見の目は確実に欲に濡れていて、紅子の胸をより一層高鳴らせた。

　熱に浮かされるように、そして新見から発せられる熱い視線に促された紅子の指は、今度は迷いもせずにボタンを外していく。

「イイ子だ、紅子」

　すべてボタンを外し終えた紅子の頭を引き寄せ、新見は耳元で囁いた。

　その声に暗示をかけられたようで、紅子の身体は彼の熱を求める。

　しかし、そんなふうに紅子を自ら引き寄せた本人は、それを嘲笑うかのように制止させた。

　再び二人の距離は離れ、紅子が新見を見下ろす形になる。

　新見から熱を分け与えようとしてきたのに、ここにきてどうして紅子を拒否するのか。

　悲しくて寂しくて涙が零れ落ちそうになる。

　潤んだ瞳で新見を見下ろしていると、彼は急に起き上がった。

　ビックリして目を丸くさせている紅子に、新見は淫靡な笑みを浮かべる。

「俺だけが裸になっても仕方がないだろう？」

「え？」

「お互い裸になって……体温を感じたい。そう思わないか？」

　諭すように言われ、紅子は小さく頷いた。

　すると、新見は突然ベッドから離れていく。もしかして、帰ってしまうのだろうか。ビックリして彼の背中を目で追っていると、ビジネスバッグを手に戻ってきた。

　どうして結婚式にビジネスバッグを持ってきたのか、と不思議に思ったのだが、披露宴のときに新見が言っていたことを思い出す。

　この結婚式に出席する前、急ぎの仕事をするために出社していたと言っていた。

　だからこそ、仕事用に新見が使っているビジネスバッグが今ここにあるのだろうと腑に落ちる。

　そこから新見が取り出したものは、コンドームだった。

　それを紅子の目の前に差し出し、新見は顔を覗き込んでくる。

「大人のたしなみ。必要だろう？」

「あ……」

「ダメだぞ、紅子。キチンと自分の身を守ることを考えなくちゃ」

　新見は紅子にコンドームを手渡すと、ジャケットを脱ぎ捨て、すでに開けていたワイシャツも脱いだ。

　露わになった上半身は、やはり見惚れるほど筋肉質なラインを描いていた。

　スーツを着ていても男らしさが溢れる身体をしていたが、脱ぐとその威力は凄まじい。

　思わず胸板に触れたくなるほど鍛えられた身体を前にして、視線を逸らすことができない。

　新見の手はベルトに手をかけ、外していく。すべて脱ぎ去り裸体を惜しげもなく紅子に晒す。

　彼の中心部はすでにいきり立っていることがわかるほどで、恥ずかしさに頬が熱くなる。

　しかし、彼の身体を凝視してしまうのを止めることができない。魅惑的かつ魅力的な身体の新見から視線を外すことは不可能だ。

　熱に浮かされたように紅子の視線は新見に注がれてしまう。

　そのことに気がついた様子の新見は再びベッドに乗り、紅子の頭を引き寄せて頬にキスをしてくる。

「そんなに熱い視線で見つめられたら、緊張するだろう？」

「……嘘つき」

「嘘つき？　心外だなぁ、紅子」

　クツクツと笑いながら肩を震わす新見を見ながら、紅子は唇を尖らせた。

　新見はどう見ても緊張などしていない。それどころか余裕綽々で、紅子をからかっている。

　それが悔しくて、紅子は再び新見を押し倒した。

　力比べをすれば、明らかに新見の方が強いだろう。それなのに、紅子に簡単に押し倒されている。

　紅子のことを面白がっているのだろう。震える手で何ができるのか。そう思っているに違いない。

　余裕たっぷりの新見を見下ろし、紅子は唇を噛んだ。

　新見にとって紅子は、いつまで経っても対等な存在ではないと言われているようにみえる。それが手に取るようにわかるからこそ悔しいのだ。

　紅子は新見の上に跨がったまま、ドレスを脱ぎ、下着さえも惜しみなく外した。

　いつもの紅子なら、こんな大胆なことはできないし、確実にしないだろう。

　しかし、今の紅子はいつもの紅子ではない。

　酒の力を味方につけ、あとは紅子のことをいつまで経っても女として見てくれない新見に対しての反骨心を胸に抱いている。

　そう、いつもの紅子ではない。ペット扱いなんてさせない。新見の妹的存在ではない！

　挑発的な視線を彼に向けた紅子は、そのまま噛みつくようにキスをする。

　男性を押し倒したことなど一度もない。それこそセックスに関しては消極的だと自負している。

　そこで脳裏に浮かんだのは、先日読んだティーンズラブコミックでのワンシーンだ。

　女性優位でのセックスを見て、『こんなの絶対に私には無理だなぁ』と思ったことは記憶に新しい。

　だが、あのシーンをお手本にしてみれば、紅子にも新見を翻弄させることは可能だろうか。

　フワフワとした意識の中、紅子は新見の首元に唇を寄せる。

　ペロリと首筋を舐めると、小さく戸惑う声が聞こえた。新見は感じているのだろうか。

　彼の顔を見て確認したかったのは山々だが、今はもっと彼の身体に触れていたい。その欲求の方が上回った。

　ペロペロと子犬が舐めるように何度も彼の首筋を舐め上げ、時折唇でキツく吸い上げる。

　そのたびに赤い痕が残り、それが独占欲として現れた。

　何カ所も爪痕を残したい。彼の身体に覚えさせてやりたい。その一心で、紅子は無我夢中で彼の首筋に唇を這わせた。

　時折零れ落ちる彼の吐息が、紅子の身体を熱くしていく。

　いい気になった紅子の手は、彼の胸板に触れた。そこには小さな突起があり、なぜかツンと尖っている。

　首筋から顔を上げ、紅子は彼の乳首に視線を向けた。

　男性も感じると頂が尖ることを初めて知り、紅子はその突起に釘付けになる。

　そこを指で転がすと、ピクリと新見の身体が震えた。気持ちいいのだろうか。

　両方の突起に触れてクルクルと円を描くようにこね回したあと、紅子はそれを口に含んだ。

　舌で舐め上げるようにすると、彼の鍛え抜かれた腹筋がビクビクと動いた。

　感じてくれている。そう思うだけで、紅子は幸せな気持ちに包まれる。

　新見にはいつもペットか妹のように扱われ、大人の女性として扱われたことは一度としてない。

　だからこそ、今こうして彼より優位に立っていることに喜びが込みあげてくる。

　乳首を口に含みながら、紅子は上目遣いで新見を見つめると、彼と視線が絡み合う。

　どこか熱を帯びた様子の彼の熱い視線を見て、嬉しさが隠しきれない。

　乳首を舌で舐めながら、紅子は舌っ足らずな声で聞く。

「気持ちいい……です、か？」

「っ！」

　新見が息を呑んだのがわかった。それが嬉しくて、今度は脇腹に唇を這わせる。

　そこもキツく吸い上げ、真っ赤な痕を残していく。

　その痕を見て満足げにしていると、急に新見の手が紅子に伸びてきた。

「ひゃ……んん!!」

「可愛い声で啼くんだな、紅子は」

　新見の手は紅子の両胸に触れ、何度も形が変わるほど揉み上げてくる。

　大きくて長い指は、ツンと尖っていた乳首に触れて何度も擦った。

　ズクンと子宮が甘美に喜び震える。あまりの気持ちよさに、紅子は涙目で新見に訴えかける。

「っはぁ……ま、待って」

「それは聞けないお願いだな」

「で、でも……私が新見さんを気持ちよくしたいのっ……っふんん!!」

「ふーん、俺を気持ちよくするって言っている割には、しっかり紅子ちゃんも気持ちよくなっていたみたいだけど？」

「え……っぁああ!!」

　知らぬ間に体勢を起こしていた新見は紅子を自らの腰の上に乗せ、薄い茂みの中に指を這わせだした。

　彼の指が触れて初めて気がついた。すでに蜜が零れ落ちていたことに……。

　その蜜を指に取り、新見はわざと指にしたたり落ちていく蜜を紅子に見せつける。

　カッと身体中が熱くなり、慌てて紅子は新見から視線を逸らした。

　だが、新見は紅子が視線を逸らしたことが気に入らないらしい。腰をユラユラと揺らして、紅子の秘芯を刺激してきたのだ。

「ああっ……!!」

　急に訪れた快感に、紅子の口からは甘い喘ぎ声が零れ落ちた。それと同時に、紅子は新見に視線を向ける。

　ようやく絡み合った視線に満足したのか。彼の唇はゆっくりと弧を描く。

「こちらが可愛がらなくても、しっかりと準備できているなんて。紅子は優秀だなぁ」

「な……っ！」

「ほら、聞こえるか？　クチュクチュって蜜がたっぷり溢れ出ている」

「っゃあ！」

「耳を塞ぐなよ？　お前が感じている証拠なんだから、きちんと聞くこと」

　いつもの上司口調で言う新見が憎い。どうしたって彼の部下としてしか扱われることはないのだろうか。

　こんなふうに痴態をさらけ出しても尚……大人の女性として扱ってくれない。

　悔しくて涙が零れ落ちそうになるのをグッと堪えていると、紅子の頬に新見の大きな手のひらが触れた。

「そんな可愛い顔していると、悪い大人が食っちまうぞ？」

「今日は私が新見さんを食べちゃうんです」

「ハハハ。そうかそうか」

　明らかにバカにしている様子の新見を見てムッと顔を顰めると、彼は急に真面目な顔をした。

　その表情からは真剣味が伝わり、紅子の胸は意図せずにドキッと大きく高鳴る。

　ゆっくりと紅子の頬を指でなぞったあと、新見は欲情に満ちた声で囁く。

「じゃあ、紅子に食ってもらおうか」

「え？」

　目を丸くさせると、知らぬ間に紅子の手から滑り落ちたコンドームを新見は手渡してくる。

「本気で俺を食うつもりなら、これは必要だろう？」

「っ」

　確かにその通りだ。手のひらに載った小さな包みをジッと見つめていると、頭上からセクシーな声で新見は促してくる。

「付けて？」

「は……？」

「それ、俺に付けてって言っているんだけど」

「ハ……ハァァァ!?」

　目を剥いて彼を見上げると、嬉しそうにニコニコと笑っている。

　間違いない。新見は紅子を試しているのだ。

　コンドームを付けられないのなら、これ以上は無理だと撥ね付けるつもりなのだろう。

　そうはさせるか！　と、紅子はコンドームの袋をピリリと破いた。

　さて、これはどうやって付けるものだろうか。今までの人生、これを使用したことはあるが、装着させたことなどない。

　男性側がやるものとばかり思っていた紅子にとって、これは未知の世界だ。

　うまく使わなければ、避妊具としての役目を果たすことができない。

　円状のゴムを手のひらに載せたまま硬直していると、クスクスと楽しげな笑い声が聞こえてきた。

「紅子は男に付けてやったことないのか？」

「……ぅぅ……はい」

　小声で返事をすると、新見はどこか嬉しそうに目尻を下げた。

「そうか、そうか。初めてか」

「……いけませんか？」

「いーや。紅子に色々と教え込むのは楽しそうだと思っただけだ」

「……」

　やっぱり子供扱いされている。紅子は悔しくて視線を落としたのだが、新見は頬にキスをしてきた。

　ビックリして顔を上げると、新見は柔らかくほほ笑んでいた。だが、目の奥がギラギラと光っているように思えるのは気のせいだろうか。

　新見の顔を見つめ続ける紅子の手に彼は触れ、コンドームを指で摘まんだ。

「ほら、紅子。よく見てみろよ。表か裏かを確認するんだ」

　ジッと見つめるのは恥ずかしくて視線を逸らそうとすると、それを新見は咎めてきた。

「紅子。女にとっても大事なことだ。自分の身を守るために必要だぞ？　男にばかり任せておいたら痛い目に遭うかもしれない。キチンと覚えておけよ」

「……はい」

　新見の言う通りかもしれない。男性にばかり任せるのではなく、女性側からも気をつけなくてはならないことだろう。

　大きく頷く紅子に、新見は満足そうに笑った。

「こちら側を上にして、先端につける。やってみろ、紅子」

「っ」

　新見に促されるままゴムを彼のいきり立った所につける。こうして男性の猛りに触れるのは初めての紅子にとって、胸がはち切れそうなほどに緊張した。

「そう。ほら、空気が入らないように丁寧に下ろしていく。上手だぞ、紅子」

　ようやく根元までコンドームを付けることができて、ホッと胸を撫で下ろす。

　これは羞恥プレイというやつだろうか。こんなに恥ずかしいことをするとは思ってもいなかった。

　頬が熱くてどうにかなってしまいそうで狼狽える紅子に対し、新見は涼しい顔をしている。全く悔しくて仕方がない。

　それにしても、新見は紅子が恥ずかしがるようなことばかりさせている気がする。気のせいだろうか。

　コンドームを付けたことに達成感を覚え、すっかりこの後のことを忘れていた紅子だったが、すぐに新見によって思い出させられてしまう。

「ほら、紅子。ゴムを付けただけで終わりじゃないぞ？　これはどうするつもりだ？」

「え？」

「お前が俺を食うんじゃなかったのか？」

　ニヤリと口角を上げて笑う様は、本当に意地悪だ。

　なんとしても新見を慌てさせてやりたいと思うのだが、具体的にどうしたらいいのかわからずにいた。

　ただ戸惑い視線を泳がせる紅子に対し、新見は再び意地が悪いことを言う。

「ほら、紅子。こっちに来いよ」

「キャッ！」

　新見に腕を掴まれ、強引に引き寄せられた。だが、引き寄せられた場所がよくない。

　新見の腰を跨ぐような形になってしまい、腰をそのまま落としたら……確実にナカに入ってしまう。

　自らがリードする形で挿入したことなど、一度もない。

　さすがに腰が引けている紅子に対し、新見は笑みを深くする。

「今夜はお前が俺を襲ってきたんだ。もちろん最後まで責任を持ってするつもりだよな？」

「う……」

「ん？」

　大人の色気全開で流し目をされ、紅子の身体はピンク色に染まる。

　確かに紅子から仕掛けたことだ。責任を持って行うべきだろう。

　彼を押し倒した理由はただ一つ。自分のことを大人の女性だと新見に認識させたかったからだ。

　だからこそ、ティーンズラブコミックの真似事をして余裕ある大人の女性を演じていたのである。

　ここまでしてしまった以上、後には引けない。チラリと新見に視線を向けると、戸惑い続けている紅子に対して優しく接してくれる。

「ほら、こうして腰を支えてやるから……ゆっくり腰を落として」

「新見さん」

　不安げに彼を見つめると、目尻に皺を寄せている。

　柔らかくほほ笑む様は、いつもの新見だった。先ほどまで意地が悪い表情をしていたのに、こんなときばかり優しいなんて狡い。

　なんとなく負けた気がして「意地悪です」と小さく呟いたのだが、しっかりと彼の耳に届いていたらしい。

「紅子が可愛いのがいけない」

「なんですか、それ」

「男の心理なんて幼稚なんだよ。可愛い子には悪戯したくなる、苛めたくなる。俺に限っては特にそれが顕著だな」

「っ」

　熱に浮かされつつ新見の色気に絆されてしまった紅子は、彼に誘導されるがまま腰をゆっくりと落としていく。

「んっ……ふぁぁ！」

　たっぷりと蜜が零れ落ちているそこは、すんなりと新見をのみ込んでいく。

　ヌルヌルとした蜜のおかげで痛みはないが、あまりの気持ちよさに目の前が真っ白になりそうになる。

　最後まで腰を落として新見の腰に跨がる頃には、自分のナカにいる新見の熱さや堅さを味わうことになった。

　それまではジッと動かず紅子のことを見つめていた新見だったが、ゆっくりと腰を揺らし始めた。

　決して大きな揺れではなく激しく最奥を突かれる訳でもないのに、紅子の身体には充分な刺激だった。

　久しぶりの行為だからだろうか。それとも相手が新見だから、より感じてしまうのか。

　甘い吐息が零れ落ちるほどの気持ちよさだ。

　このまま快楽に身を任せていたい。そんな考えを脳裏に浮かべた紅子だったが、すぐに不満を抱いてしまう。

　新見が腰の動きを止めてしまったからだ。

「……ど、どうして？」

「ん？」

　紅子が言いたいことなど、新見はわかっているはずだ。それなのに、シレッとした表情を浮かべて素知らぬふりを通している。

　新見を恨みがましく睨み付けていると、彼はクツクツと肩を震わせて笑う。

「そんな物欲しそうな顔をするな」

「べ、別に物欲しそうなんて……」

　確かに欲している。今、自分のナカにいる新見によって甘い刺激を与えられたいと思ってしまう。

　どうしても我慢できなくて、紅子は知らぬ間に自ら腰を振り出していた。

　うまく気持ちがいい場所に当てることができず、身悶えてしまう。

　必死に腰を振る紅子を見て、新見は楽しそうに笑った。

「今夜は紅子が俺を押し倒してきたんだ。きっちり、俺を気持ちよくさせてくれよ？」

「そ、そんなっ」

　声を上げた紅子だったが、すぐに思い直す。

　こうして彼を押し倒したのは、大人の女として見てほしいからだ。彼を翻弄したい。その一心でこんなことをしでかしたのだから、今更逃げるわけにいかない。やるしかないのだ。

「新見さん……ほら、ここはどう？　気持ちがいいですか？」

「っぁ！」

　ゆっくりと円を描くように腰を振ると、新見の口から淫らな吐息が零れ落ちた。彼が感じてくれている。それがわかって嬉しい反面、紅子も腰が震えるほどに気持ちが良くて涙目になってしまう。

　フルフルと腰を揺らすごとに、新見の吐息が甘いものに変わっていく。それが何より嬉しい。

「っはぁ……紅子」

　新見の悩ましげな声を聞いた瞬間、恥ずかしさなどは一気になくなってしまった。

　もっと彼を翻弄したい。もっと、もっと……今まで見たことがない彼を見たい。

　クチュクチュと蜜の音を立てながら、紅子は腰を動かす。

　強気な気持ちにシフトした紅子は、新見に意地悪なことを言う。

「なんですか？　もっと動いてほしいんですか？」

　新見が息を呑んだのがわかり、紅子の唇は弧を描く。

「いいですよ？　新見さんはここを擦ると気持ちよさそう」

　左右に腰を振ると、新見は首を仰け反って快感に耐えている様子だ。その表情が凄まじくセクシーで紅子の理性などすり切れていく。

　彼の胸元に手を置き、上下に腰を動かして出し入れをした。すると、座った瞬間に奥を刺激され、彼を翻弄したいのに自分が甘く蕩けてしまう。

　腰を動かせば気持ちがいい。それはわかっているが、これ以上動いたら自滅してしまいそうだ。

　何度も何度も彼のいきり立ったモノを出し入れし続ける紅子は、段々と追い込まれていく。

　ハァハァと呼吸を荒くして動きを止めた紅子を見て、新見は色気ダダ漏れの表情で見つめてきた。

「ほら、動きがおろそかになっている。疲れたか？」

「っ！」

「紅子の気持ちが良い場所、ここだろう？」

「っはぁぁ！」

　紅子の動きを静観していたのに、突然腰を突き上げてきた。強烈な刺激に、紅子の目には涙が浮かんでしまう。

　気持ちよくて、だけど怖いぐらいに激しい。

　新見の胸部に両手を着いて身体を支えることだけで精一杯だ。
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「紅子に任せていたら、いつまで経ってもお互いイケないだろう？　仕方ないから俺が気持ちよくしてやるよ」

「新見……さ……ぁ」

　パンパンと身体と身体がぶつかる音に加え、クチュクチュという蜜の音が厭らしく響く。

　だが、その音を恥ずかしがって耳を押さえる余裕など、今の紅子にはない。

　ただ、新見から与えられる快感に、身を委ねるだけだ。

「フ……、ンンッ！」

　寝転がっていた新見だったが、身体を起こして紅子の乳房に触れる。そして、ツンと主張している頂を親指で擦り上げながら、腰を激しく突き上げていく。

　最奥をグリグリと突かれるたびに、紅子の口からは甘ったるい嬌声が発された。

「っゃあ……あ……もぅ！」

　足先に力がグッと入る。身体を硬直させ始めると、新見の腰の動きはますます速く、より最奥を突き上げてきた。

　激しい揺れに、再び酔いが回ってくるのを感じつつも、紅子はただ淫らな行為に夢中になる。

「だ、だめっ……も、だ……めぇぇぇ」

「クッ」

「っあ……ぁあああ――――!!」

　ブルンと身体を震わせたあと、紅子は新見にもたれかかるように身体から力を抜いた。

　ナカにいる新見が何度かドクッドクッと脈打つように動いているのがわかり、紅子は素直に反応する。

　ハァハァと荒い息をしているのは、紅子だけではない。新見もだ。

　ギュッと紅子を抱きしめたあと、彼は耳元で囁く。

「抜かないとマズイだろう。ゆっくり腰を上げて」

「……はい」

　まだ身体に力が入らない紅子だったが、ゆっくりと腰を上げて自分のナカにいた新見自身を抜いた。

　ゆっくりとした動きのはずだったのだが、いきり立つモノが出る瞬間は再び快楽の海に投げ出されるかと思うほど気持ちがよかった。

　一度イッたことにより、身体が敏感になったせいだろう。

　ブルッと身体を震わせたあと、ぺたんとベッドに力なく座る紅子を見て、新見は苦笑いをする。

「なんだよ、紅子。まさか、これで終わりなんて言わないよな？」

「え……？」

　快楽と酔いで考えが定まらない紅子に対し、新見はフッと鼻で笑う。

「俺を押し倒してきたんだ。これで終わりだなんて言わせない」

「は……？」

　目を見開いて驚愕する紅子の目の前には、再びコンドームが。

　今度は新見本人がそれを装着し、紅子をベッドに押し倒してきた。

「えっと……え？」

「まだまだ夜は長いぞ？　紅子」

「は……？」

「お前から仕掛けてきたんだ。責任は取ってもらうつもりだ」

「に、新……見さん？」

「覚悟しろよ、紅子」

「っ！」

　反論をしようとした紅子だったが、その声はそのまま新見によって唇とともに奪われてしまった。

　何度も何度も身体と身体を絡ませ、繋げる。いくつコンドームを代えたのか、最後の方は朦朧としていて何も覚えていない状況だ。

　ただ、新見から与えられる甘美な愛撫に身悶えていたことだけは覚えている。

　何度目かの絶頂を味わったあと、エネルギーが切れたとばかりに紅子はコテンとベッドに身体を預けてウトウトし始める。

　何度も達することで身体が疲れ、なによりたくさん摂取したアルコールの酔いがここにきてピークに達してしまった。

　薄れゆく記憶の中、新見の大きな手のひらが紅子の頭を撫でている。嬉しさに包まれたまま、紅子の記憶はプツリと切れた。
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「寝たか……」

　あれだけ身体を翻弄すれば、疲れて眠りこんでしまうのも仕方がないだろう。

　自分の相変わらずの鬼畜ぶりに、新見は苦笑いを浮かべる。

　スヤスヤと寝息を立てて眠り込んだ紅子の身体に布団を掛けたあと、その隣に新見は潜りこんだ。

　紅子の可愛い寝顔に、こちらの表情も緩んでしまう。こんな顔は誰にも見せられないな、と新見は小さく笑った。

　今の新見の顔は、優しさと愛情に満ちているはずだ。そして満足げにしているであろうことは本人が一番わかっている。

「まさか、紅子がこんなことしでかすとはな」

　新見はすでに眠りこんでしまった紅子の頭をゆっくりと撫でながら、一人ぼやく。

　紅子は自分の部下だ。そして、とても可愛がっている後輩である。

　そんな彼女に手を出すなんて、今まで考えたこともなかったし、してはいけないことだと思っていた。

　時折彼女から上司に向ける羨望とは違う視線を感じることもあり、紅子が自分に好意を寄せていることは薄々勘づいていた。

　しかし、妹のように可愛がっている紅子だからこそ、自分が手を出してはいけないと自制していたのだ。

　だから、彼女の気持ちを知らないふりをして、自分のことを諦めさせようと考えていたのだが……。

　確かに紅子は可愛いと思う。新見だけではなく部の中でもとても可愛がられており、マスコット的存在でもある。

　何事にも一生懸命に食らいついてきて、こちらがハッとすることを言い出したりもする。

　見ていて飽きない。それは自分を含め、部の社員たちが抱いている紅子の印象だろう。

　部下として見守るつもりだった。たとえ、紅子が想いを寄せてくれているからといって遊びで付き合える相手ではない。

　紅子を守れる男ができたら、迷わず祝福するつもりだった。その気持ちに嘘はない。

　現に今日の結婚披露宴の場でも、紅子に『結婚式には、スピーチをしてやるから』と言ったばかりだ。

　それなのに、どうしてこんなことになってしまったのかと言えば、紅子に押し倒されたから。

　いや、いつものようにうまく彼女を丸め込むことなど容易い。それをしなかったのは、紅子の必死な目を見てしまったからだ。

　震える手で新見に触れ、強がりを言う唇を見た瞬間。理性がぶっ飛んでいた。

　紅子はこのあと自分をどうするのだろう。そんな好奇心があったことも否めない。

　そして、何より愛おしかったのだ。

　明らかに無理をして新見を押し倒し、必死に愛撫してくる彼女が……堪らなく可愛かった。

　紅子からキスをされた瞬間。紅子と新見の間にあった、見えない壁が消えたように感じ、そのあとは本能の赴くまま紅子を愛してしまった。

　新見は自分の手を見つめ、小さく嘆息する。

「紅子にバレちまったよなぁ……」

　会社での新見は、頼れる上司を演じている。紅子だけではなく、どの部下にも同じように接しているつもりだ。

　だが、会社をひとたび出れば、その仮面は剥がれ落ちていく。

　会社での新見が柔らかく優しい人物であるのに対し、プライベートの新見は打って変わってＳ属性丸出しになるらしい。

　特に気になる女性に対しては、Ｓっ気を出してしまうということは自覚している。

　苛めて可愛がりたいという、女性にとっては遠慮申し上げたいと思うような性癖を持っているのだ。

　そのギャップがありすぎるせいで、今まで恋人と長続きしたためしがない。

　だからこそ、ここ最近は恋愛に距離を置いていた。もちろん、課長になって仕事が忙しくなってしまって恋愛に割く時間が限られたものになってしまったというのも理由の一つではあるのだが。

　一夜の過ちとして紅子を解放するなら、そんな姿を見せるべきではない。だけど、新見は彼女に本性を現してしまった。

　本来なら困惑するはずの紅子が、新見のＳな気質を見ても厭わず抱きしめてくれることに喜びを感じてしまったのだ。

　紅子が新見の全てを受け入れてくれたように思え、高揚した感情を抱いたまま彼女を抱き潰してしまった。

　涙目で新見によがる紅子は、本当に可愛かった。二度と自分の手から離したくないと思うほどに。

　意識してしまえばあとは簡単なことだった。妹だと、後輩だと思うことで自分の中の理性と戦っていたとは……。それが解き放たれた今、紅子を自分の元に置いておくためにはどうしたらいいのかと考えを巡らせてしまう。

　今まで関係があった女に対し、こんなふうに包囲網を仕掛けなければと焦る人はいなかった。

　だからこそ、彼女の存在は希有であり、新見にとってかけがえのない人になると確信している。

　紅子をベタベタに甘やかして、そして時折泣かしてみたい。全く、我ながらいい性格をしていると思う。

　新見は独りごちて、苦笑いを浮かべた。

「どうしてくれような、この可愛いヤツ」

　チュッと音を立てて彼女のおでこにキスをすると、身を捩りながら再び深い眠りへと入ってしまった。

　このごろ近江がよく言ってきたことを思い出す。

『伊沢さんのこと、どうするつもりなんだ？』

　そんなことを言って新見をからかっていた。そのたびに『どうするも、こうするもない。可愛い部下だけど？』と返答していた。

　そのときは、本心だと疑いもしなかった。だが……。

　新見の衝撃的な呟きの数々は、しっかりと眠りこけてしまっている紅子には届かない。

　今はそれでいい。だが、もう紅子をただの部下、妹分として扱うことはないだろう。

　新見の心にポッと温かい灯が灯るのを感じながら、紅子の隣で目を閉じた。
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　週初めの月曜日。今週も頑張るぞ、と気合いを入れる場面ではあるが、今の紅子には悲壮感しかない。

　背を丸めて足取り重い姿は、誰から見ても「大丈夫ですか？」と声をかけたくなるほどであろう。

　部の先輩に見かけられたら、確実に「帰って休め！」と命令されてしまうだろうか。

　しかし、紅子は今帰る訳にはいかない。今日、必ず朝一番にやっておかなければならないことがあるからだ。

　会社に早めにやってきた紅子は、迷わず部長室へと足を向ける。

　すると、そこには結婚式を終えたばかりで幸せいっぱいの近江がコーヒー片手に爽やかな笑みを浮かべていた。

　新作自動車発表前ということで、ただいまメディア戦略部やＰＲ広報部はかなりバタバタしている。

　そんなこともあって統括部長である近江は仕事が落ち着き次第、愛妻と新婚旅行に行くことになっているのだ。

　結婚式を終えたばかりなのに気の毒な話だ、と部の面々が言っていたことを思い出した紅子だったが、今の紅子にとってはありがたい話である。

　今日は、どうしても部長である近江に話しておきたいことがあるのだ。

「朝から怖い顔をして。どうしたんだい？　伊沢さん」

　幸せいっぱいの近江を見ると、紅子の置かれている状況とのギャップが激しくて泣きたくなった。

「伊沢さん？」

　いつもと明らかに様子が違う紅子を見て、近江の眉がピクリと上がる。

　怪訝そうな表情を浮かべた近江に、紅子は鞄から徐に封筒を取り出す。そして、近江のデスクにそれを置いた。

「どういうことかな、伊沢さん。退職願を持ってくるなんて、何かあったの？」

「……」

「伊沢さん？」

　何も言わずに固まり続けている紅子に、近江は心配そうに声をかけてきた。

　だが、紅子はなかなか言葉を発することができない。

　この退職願は、日曜の朝に新見から逃げるように自宅マンションに帰ってきて書いたものである。

　涙を流しながら書いたので、どこか涙で滲んでいるかもしれないが、何度も見ていると再び涙が零れ落ちそうになり、すぐに封をしてしまったから中身の状態はイマイチわかっていない。

　近江の結婚披露宴が恙無つつがなく終了し、そのあと彼の友人たちが主催となって行われた二次会のメインイベントのビンゴゲームで、紅子はラグジュアリーホテルのペア宿泊券をゲットした。

　いい気になってお酒をしこたま呑んだ挙げ句、見事に酔っ払いが完成したのである。

　それで終われば、何も問題にはならなかった。だが、残念ながらここから大問題が発生してしまう。

　完全なる酔っ払いと化した紅子は、上司である新見に介抱をしてもらってホテルにチェックインした。

　高級なホテルの一室で優雅に大きなベッドに寝転ぶだけに止めておけば、退職願を提出する羽目にはならずに済んだのに……後悔先に立たずとは今の紅子のことを言うのだろう。

　敗因としては、紅子に対する新見の態度のせいである。

　新見は事あるごとに紅子を子供扱いして、どうしたって大人の女扱いをしてくれない。

　紅子が新見のことを男性として好きだという気持ちは、とうの昔に彼に伝わっているはず。

　それを無視しているのは、紅子に対して恋愛感情はないという証拠だろう。それなのに――

　お酒の力で完全に気を大きくしていた紅子は、あろうことか日頃の鬱憤を晴らすように新見をベッドに押し倒してしまったのだ。

　しかし、実はあまり覚えておらず、記憶も断片的なものである。

　合意の上、だとは思う。柔道で寝技が得意だった紅子とはいえ、あれだけ鍛えている身体を持つ新見にしてみたら簡単に逃げ出すことができるだろう。

　だが、新見は逃げなかった。だからこそ、合意だとは思う。思うのだが確信はない。

　新見を押し倒した記憶はあるのだが、そのあと彼の腰の上で激しく揺さぶられたせいなのか。酔いが完全に回って、最後の方は何も覚えていないのだ。

　とにかく、あの夜の始まりは紅子の意味のない焦燥感のせいである。新見のせいでは決してない。

　だからこそ、もし合意で事に及んだとしても紅子に責任がある。それだけは断言できるだろう。

　そこで浮上したのが、どうやって新見に謝りをいれるか、ということだ。

　翌朝、ホテルのベッドで二人は眠り込んでおり、先に目が覚めたのは紅子だった。

　叫びたくなったのは言うまでもない。ただ、幸いなことに紅子が飛び上がった拍子に新見が起きることはなかった。

　ぐっすり眠っている新見を横目に、ベッドの下に散らばっていた下着とドレスを見つけて着ると一目散に部屋を出てしまったのである。

　新見には何も言うことができず、とにかく逃げるだけで必死だった。

　自宅マンションに戻り、混乱した頭をリセットしたくてシャワーを浴びたのだが、冷静になった途端とんでもないことをしでかしてしまったという罪悪感に見舞われたのだ。

　まずは何も言わずに飛び出してきたことに対しての後ろめたさが重く肩にのし掛かった。

　慌ててスマホを手にした紅子は新見に連絡を取ろうと思ったのだが、なんと言えばいいのかわからず途方にくれてしまった。

　どんな言葉で謝罪すればいいのか、そもそも新見は紅子の謝罪を受け入れてくれるのか。

　不安と後悔に苛まれてしまい、昨日は電源を切ったスマホを持つだけで何もアクションを起こせなかった。

　ただ、明確にわかっていることは一つある。新見に顔向けはできない、ということだ。

　転属願にしようかと散々悩んだのだが、結局退職願を書き上げた。

　退職願を出したからといって、明日から出社しなくていいという訳ではない。

　結局は新見と当分の間は仕事をしなければならないのだが、ケジメとして新見の目の前から姿を消すことが必要なのではないかと考えた。

　紅子にしてみれば誠意のつもりだ。しかし、それで終わりにできる話でもないだろう。

　一度はキッチリ新見に謝罪をしなければならない。

　謝罪の席で自分はケジメをつけて退職する旨を伝えるためには、新見と顔を合わせる前に退職願を提出する必要があったのだ。

　白黒はっきりつけすぎだ、と自分自身を突っ込んだ紅子ではあったが、謝罪して許してもらったとしても新見と一緒に仕事をしていく自信がない。

　それに、許してくれるとは限らないだろう。もし、合意ではなく無理矢理してしまっていたとしたら……。

　よくよく考えれば新見もかなり酔っ払っていた。だからこそ、紅子の力でもベッドに押し倒すことができたのだ。

　これは、ますます紅子が無理矢理襲った線が強くなってきた。

　あれこれグルグルと考えこんでいると、目の前の近江は堪りかねた様子でクスクスと笑い出す。

　彼からの問いかけに答えず黙り込んだままだったことを恥じ、紅子は顔を上げる。

　すると、王子様スマイルを浮かべた近江が物腰柔らかに言う。

「退職の理由の前に、課長の新見には相談したのかな？」

「に、新見さんに……ですか？」

「そうだよ。君の直属の上司が知らないうちに、伊沢さんが退職願を出したらどう思うだろう。きっと悲しい気持ちになると思うよ」

「……」

　近江の言う通りだが、直接新見に言えないからこそ、こうして一番上の長である近江に退職願を出したのである。

　今回紅子が退職を依願したのは、新見に顔向けができないと判断して悩みに悩み抜いた末の決断だ。こうなってしまった以上、考えを改めるつもりはない。

　となれば、退職願を提出し、それを受理されたあとなら新見が何を言っても覆されることはないだろうと考えたのだ。

　とにかくこれ以上新見に迷惑をかけたくない。キュッと唇を噛んだあと、紅子は近江に縋るように訴える。

「でも、退職願は一番上の長に渡しても大丈夫じゃないかと」

「そうかな？　まずは直属の上司に相談するべきだと思うよ。それともなんだい、伊沢さん。新見には相談できない理由があると言うのかな？」

「……」

「新見に話を通して退職を承諾してもらわない限り、僕は伊沢さんからこの退職願を受け取ることはできないな」

　キラキラと目映いばかりの王子様スマイルを浮かべているが、近江は相変わらず食えない人だ。

　特に、結婚してからは愛する女性をゲットできた自信からなのか。ますます食えない人になりつつあるように感じる。

　その後、何度近江にお願いしても聞き入れてくれず、結局紅子の手に退職願が戻ってきてしまった。

　ガックリと肩を落とす紅子に対し、近江は少しだけ困ったように眉を下げる。

「新見と何かあったのかもしれないけど、キチンと話し合いをした方がいいと思うよ」

「近江部長……」

「新見があんなに可愛がっている部下が自分が知らない間に退職願を出していたなんて聞いたら、アイツはどうなるかわからないよ？」

「え……？」

　なにやら不穏な空気を感じて近江を見つめ返すと、彼は首を小さく横に振った。

「事情はわからないけど、伊沢さんは結論を出すのが早すぎると思うな」

「……」

「とにかく、新見に相談してごらん？　退職はそのあとでも構わないと思うよ」

「は、はぁ……」

　意気消沈していく紅子を見て、近江は大げさに肩をすくめた。

「……まぁ、自分の気持ちに気がついたアイツが、無理矢理寿退社させるかもだけど」

「え？」

　近江が何か小声でブツブツ言っていたのだが、聞きそびれてしまった。

　紅子は聞き返したのだが、近江はほほ笑むだけで何と言ったのか教えてくれない。

「さぁさぁ、今日も一日が始まるよ？　仕事頑張ろうね」

「えっと、近江部長！　あ、あの!!」

　それでもなんとかして粘ろうとした紅子だったが、近江によって部長室から追い出されてしまう。呆気に取られている紅子に対し、近江は手をヒラヒラさせて扉を閉めてしまった。

　廊下に残された紅子はこれ以上近江にお願いしても無駄だと悟り、トボトボとオフィスにある自分のデスクに戻ってくる。

　再び鞄の中に突っ込んだ退職願を見て、紅子は小さくため息を零す。

　やはり新見と対面し、今回のことを誠心誠意謝ったあとに退職願を出すしか方法はなさそうだ。

　どちらにせよ、新見には謝罪をしなくてはいけないと思っていたのだ。そのときに会社を辞めたい旨を伝えてしまおう。

　退職願を入れた鞄をデスクの引き出しに押し込んだあと、部内のスケジュールや退勤状況などを把握するためにパソコンを起ち上げた。

　新見はどうやら来月に行われるイベントの打ち合わせのため、一日中社外のようだ。

　しかし、夜九時にはオフィスに戻ってくると記されている。

　他の部員たちも社外での仕事が多いらしく、今日オフィスにいるのは限られた人間だけのようだ。

　夜九時にでもなれば、きっとオフィス内に人気はなくなるはず。そうすれば、新見に土曜日の件について謝罪をする時間を設けることができるだろう。

　避けては通れぬ道だ。自分がしてしまったことを、とにかく謝るしかない。

　紅子は不安な気持ちを抱きながらも、小さく頷いて自分に言い聞かせる。

　一日のうちに何度そんなふうに決意を固めただろうか。

　時折意識が土曜日の件について飛んでしまうのをグッと堪え、仕事に集中するべくキーボードを打ち続ける。

　一人、二人と帰っていき段々と静かになっていくオフィス。時計を見れば、もうすぐで九時になろうとしていた。

　もう一度、メデイア戦略部で共有しているスケジュール表を確認してみる。

　この時間になっても変更になっていないとなれば、直帰には変更しないということだろう。

　刻一刻と近づくそのときに、紅子は不安で胸が苦しくなる。しかし、元はと言えば自分が招いたこと。キッチリ謝罪をしなければならない。

　お酒のせいだから、と丸く収めてくれればいいのだが……しかし、新見がそう言って許してくれたとしても、紅子がこの会社に居続けるのは無理だろう。

　失恋と罪の意識でボロボロになった心を抱いたまま、新見の下で働くことはできそうにもない。

　私情を挟むことは許されないとわかっていても、やはり割り切るには難しいだろう。

　もし新見が退職願を受け取ってくれなかったら、近江にもう一度頼むつもりでいる。

　ふぅ、と息を吐き出したが、不安な気持ちは少しも小さくならない。

　何度か深呼吸をしようと思っていると、背後から声がかかった。

「なんだ、紅子。まだいたのか」

「に、新見さん」

「今日はそんなに急ぎの仕事は頼んでいなかったはずだが？」

　紅子に話しかけながら、新見は自分のデスクに向かっていく。

　その後ろ姿を見て、身体が緊張のあまり震えてしまう。

　新見はいつも通りの上司の顔をしていた。土曜日に犯してしまった紅子の否についてなにも言わないつもりだろうか。

　このままなかったことに……そんな狡い考えも浮かんだが、首を横に振ってその考えを払拭する。

　新見はビジネスバッグから書類などを取り出し、デスクにしまっていく。

　その様子を自分のデスクから見つめ、紅子は鞄にしまってあった退職願を取り出す。

　それを手にした紅子は、緊張しながらも新見に近づいた。

　カツカツとハイヒールの音が響くオフィスには、都合のいいことに新見と紅子二人きり。今がチャンスだ。

「あ、あの……新見さん」

「ん？」

　ビジネスバッグを覗き込んだまま返事をする新見を見て、紅子の胸はチクリと痛む。

　いつものように視線を合わせてくれないのは、やはり土曜日のことを怒っているからだろう。

　だが、それも仕方がない。それだけのことを紅子がしてしまったのだから。視線を合わせてくれなかったとしても罵倒されたとしても、今の紅子にできることはただ一つだ。誠心誠意謝る他ないだろう。

　紅子は新見に向かって深く頭を下げた。

「新見さん。土曜日は、本当に本当に申し訳ありませんでした」

「……」

　返事がない。そのことにショックを受けつつも、仕方がないと腹をくくる。

　紅子は顔を上げ、新見のデスクに退職願を置く。そのとき、意図せずに指が震えてしまった。

　今、新見はどんな気持ちで紅子を見ているのだろう。彼の表情を見るのが怖い。

　紅子は退職願に視線を向けたまま、新見に謝罪を続ける。

「謝って済む問題ではないと思います。ですから、私は」

「責任を取って会社を辞めて……それで俺の前から姿を消そうと？」

　紅子が説明し終える前に、新見の言葉にかき消されてしまった。

　ハッとして新見の顔を見ると、そこには険しく顔を歪めた彼がいる。その表情を見ただけで、どれほど彼を失望させたのか痛いほどわかり、胸が苦しくなった。

　言葉に詰まる紅子に向けて、新見は冷たい視線を向けてくる。

「なかなかに無責任な発言だな」

「そ、それは……」

　新見の意見はもっともであろう。仕事も責任からも逃げだそうとしているのだから、そう言われても仕方がない。

　だが、今の紅子にはこれ以外の対処方法は思い当たらなかったのだ。

　グッと手を握りしめていると、新見は紅子がデスクに置いた退職願に手を伸ばした。

　そして、それを彼はジャケットの内ポケットに入れる。

　紅子はその新見の行動を見て、胸の奥がツキンと痛むのを感じた。

　近江のように渋られるかと思っていたのだが、すんなりと受け取られてショックが大きい。

　だが、今の紅子には嘆く資格などない。すべてが自分で蒔いた種だからだ。

　泣き出すなんてもってのほかだとわかっているが、涙が零れ落ちてしまいそうで唇を噛みしめる。

　いつもの新見なら、紅子のことを説得してくれただろう。

　それなのに、何も言わずに退職願を受け取った。それは、土曜日のことについてかなり怒っているという証拠でもある。

　涙を見せたくなくて俯く紅子の頭上に、新見の声が響く。

「ふーん、退職願ねぇ」

「……」

「こんなので、俺を襲った責任が取れると思っているのか？」

　冷淡な声に紅子の肩は震える。俯いたままの姿勢で、新見に問う。

「じゃあ……どうすれば許してくれるんですか？」

　恐る恐る顔を上げた紅子は、新見の口元が妖しげに緩んでいるのを確認する。

　怪訝に思いながらも新見を見つめていると、彼は穏やかな声で呟いた。

「俺の女になればいい」

　一瞬何を言われているのかわからなかった。

　唖然としたまま口をぽっかりと開けていた紅子だったが、絞りだした言葉は震えていて頼りない。

「女……ですか？」

「ああ」

　即答する新見を見つめていると、彼は意地悪く口角を上げた。

「紅子とのセックス、気持ちよかったぞ。積極的な女は好きだ」

「っ！」

　サッと頬を赤らめた紅子に対し、新見は口説くように、そして紅子の心に言い聞かせるように続けた。

「本当は仕事を辞めたくはないんだろう？　責任を取って会社を辞める代わりに、俺の側にいろ」

「え？」

「責任を感じているのなら、俺の意向に従うべきじゃないか？」

「……」

「お前が決めていいぞ？　紅子」

　どこか紅子を試すような彼を見て、咄嗟に頷いていた。

　新見に謝罪をしたいと願っていたし、それで彼の気が収まるのなら従うだけ。

　本当なら顔も見たくないと言われても仕方がないと思っていただけに、新見からの提案には驚きを隠すことができないが……。

　紅子は小さく頷いたあと、新見の目を見つめた。

「……なります。そうすれば、新見さんは私を許してくれるんですか？」

「よし、取り引き成立だ。行くぞ」

「え？　行くって、どこに!?」

　慌てて帰り支度をさせられ、向かった先は新見がよく利用しているという定食屋さんだった。

　おふくろの味と謳っているだけあって、ほっこりと優しい味わいにずっと緊張していた表情も緩む。

「バカだな、紅子は」

「え？　何か言いましたか？」

　定食屋の中はとても騒がしい。ビールを呑みながらプロ野球中継を見ているビジネスマンがたくさんいたからだ。

　新見が言った言葉が聞き取れず、聞き返したが彼は柔らかく笑うだけだった。

　そんな新見を見て安心した紅子はお礼を言って帰ろうとしたのだが……新見に腕を掴まれてしまう。

「どうして帰ろうとしているんだ？　紅子」

「え？　いや、えっと……ご飯も食べましたし、明日も会社ですから帰ろうかと」

「確かにメシは食ったし、明日は会社だ。だけど、紅子を家に帰すなんて俺は言ったか？」

「えっと……？」

　戸惑う紅子の腕を掴んだまま、新見はタクシーに乗り込んだ。そこで明らかにされたのは、これから彼のマンションへ向かうということだった。

「明日の朝、車で紅子の家に送っていってやるから安心しろ」

「あ、あ、安心って……」

　確かに今日と同じ服装で会社に行くほど度胸は据わっていない。だからこそ、新見の申し出はありがたかったが、とても安心できる状況ではない。

　慌てふためく紅子の耳に、新見は甘く囁いてきた。それも、紅子の良心の呵責を微妙に刺激してくる。

「さっき俺と取り引きしただろう？　俺の女になるって」

「っ！」

「可愛がらせろよ、紅子」

　何も言い返すことができなかった。これはある種、脅しみたいなものだと思う。

　だが、それだけではないのが反発できない所以だ。

　新見の声は土曜日の夜に聞いた甘い声と一緒で、ゾクリと官能的な痺れが身体を襲ってくる。

　そして次に襲ってくるのは、土曜日の痴態や彼のセクシーな表情だ。

「紅子」

　耳元で囁かれ、手をキュッと握りしめられた。指先から彼の熱を感じて、あの夜自分のナカに入ってきた感触まで思い出してしまう。

　下腹部がキュンと切なく鳴いてしまい、紅子は居たたまれず新見と距離を置きたくなった。だが、それを新見は許してくれない。

　手を握っていただけだったのに、今度は肩を引き寄せられて彼の胸に飛び込む体勢になってしまった。

　慌てて離れようとしたのだが、ここでも新見の甘く淫らな声に身体と思考の自由を奪われてしまう。

「紅子、いい匂いがする。俺が好きな香りだ」

「!!」

　心臓がバクバクと激しく音を立てている。こんなに新見と近づいていたら、きっとこの忙しないほど激しく打つ鼓動に気がついているだろう。

　それなのに離れてはいけないと言う新見は、本当に意地悪だ。

　そういえば、土曜日の夜もなんだかいつもの新見とはまるきり別人で意地悪だったような気がしないわけでもない。

　そんなことを考えている間にタクシーは新見が住むマンションに着き、そして――

「っはぁ……ああ」

　紅子はあっという間に新見によって衣服を剥ぎ取られ、今は下着姿になっていた。

　新見の手は紅子の身体を弄り、そして彼の舌は紅子の項を舐め上げていく。

　ゾクゾクとした甘く淫らな痺れは脳内をゆっくりと溶かしていき、ジワジワと近づく快感の渦に紅子はまさにのみ込まれようとしていた。

　ブラジャーをしたまま頂を甘噛みされ、腰がフルリと震える。

　何度も繰り返されるうちに、もっと深い刺激が欲しくなってしまった。

　懇願するように新見を見つめるのだが、彼は依然としてブラジャーを外さないまま愛撫を繰り返している。

　快感は高まっていくが、なんとももどかしい刺激しか与えられず身悶えてしまう。

　早くブラジャーを取り外し、直接的な刺激がほしい。新見にお願いしたいのに、口から零れ落ちるのは甘い吐息のみだ。

　チラチラと新見の様子を窺う紅子に気がついているはずだ。それなのに、彼はこの状況を面白がるかのように紅子の願いを叶えてくれようとはしない。

　要望を口に出すのはかなりの勇気を欲するため、紅子は言いたくても言えない状況だ。

　新見は小さく笑ったあと、低くセクシーな声で紅子を誘惑してくる。

「土曜日はすごく大胆だったのに、今日はどうしたんだ？」

「……」

「してほしかったら、おねだりしてみな？」

「え？」

「もっと胸を弄られたいんだろう？」

「っ!!」

　一気に身体中が熱くなって紅子が視線を泳がせていると、新見は妖しく紅子を誘う。

「ほら、胸の尖ったところ。直に触ってほしいんじゃないのか？」

「に、新見さ……ん」

「触ってほしかったらどうすればいいか考えろ、紅子。直接触ってほしいのなら、ブラジャーは邪魔じゃないか？」

「……」

「自分で誘ってみろよ、紅子」

「え？」

「全部脱いで、俺を誘惑してみろ」

「っ！」

　思わず息を呑んでしまった紅子だったが、土曜日の自分の痴態を思い出して内心泣きたくなった。

　新見にしてみたら、性に積極的な紅子の顔しか見たことがないからこそ、今の紅子のように尻込みして恥ずかしがるとは思っていないはずである。

　だが、紅子にしてみたら土曜日の自分は偽りの姿だ。あんなマネ、酔っ払いだから思い切ることができただけで、それを再現しろなんて言われても無理なものは無理である。

　今は素面だ。それなのに、なぜか紅子の手は彼の言うことを聞いてしまう。

　新見の声には媚薬めいたなにか、もしくは魔術でもかけてあるのか。問いかけてしまいそうになるほど、彼の声には逆らえないモノを感じてならない。

　心の中では盛大に恥ずかしがっているのに、身体は厭わずに動いていく。

　背中に手を回し、ブラジャーのホックをプツリと音を立てて外す。そして、ゆっくりと肩紐を外した。

　外気に晒された頂はすでに堅く尖っていた。緊張のためか、それとも新見の視線を一身に浴びているせいか。

　腕で胸を隠しながら新見を見ると、彼は意地悪く口角を上げる。

「イイ子だな、紅子。だけど、まだそれだけじゃ可愛がってやれない」

「え……？」

　これだけ恥ずかしいことをしたというのに、新見はまだその上を望んでいるのか。絶望と羞恥に駆られていると、新見の手は紅子の腰に触れてショーツの辺りを撫でてくる。

「これも邪魔だな」

「えっと、あの」

「自分で脱いで？　紅子」

「え？」

「俺に見せつけるように……淫らに脱いで見せて？」

　満面の笑みで紅子を見つめる新見。反論は受け付けないぞと言わんばかりの雰囲気を醸し出しており、紅子は口を噤む。

　もし、ショーツを脱ぐことを拒めば、新見はそれ以上紅子には触れてこない気がする。

　しかし、紅子の身体は今すぐにでも淫らな熱を欲していた。これ以上、我慢なんてできない。

　まさに官能という熱に侵された紅子は、新見の言う通りにショーツも脱ぎ捨てた。

　自分の意思で全裸になったことへの羞恥心を今まさに感じている紅子は、とにかく新見の視線から逃げ出したい。だが、そんなことをしたら、彼は二度と紅子に触れてくれないように思う。

　とにかくセックスの時の新見は意地悪だ。普段とのギャップがありすぎて戸惑ってしまうのだが、フェロモンをまき散らしている彼に心をガッシリと掴まれてしまった。

　どちらの新見も魅力的だと感じている時点で、紅子の負けは決まったのだろう。

　紅子は新見に従うしかない。彼に触れてほしいと願うのなら尚更だ。

　それに……紅子の脳裏には先ほど新見と取り交わした約束がチラついている。

　俺の女になれ、という新見の言葉と、積極的な女が好きだという言葉だ。

　紅子がセックスに積極的な女性を演じたことで新見の関心を惹き、あんな取り引きを持ちかけてきたのだろう。

　ということは、紅子がセックスに慣れていない様子を晒した途端、距離を置かれることになる。それはイヤだと心の中で叫んだ。

　女として見てほしかった。ずっとずっと願っていたことだ。

　きっかけは褒められたものではない。だけど、新見は今、紅子を女として見てくれている。それが心底嬉しかった。

　あの夜のような振る舞いを求められているのなら、頑張るしかない。そうしなければ、もう新見の側にはいられなくなってしまう。

「イイ子だ、紅子」

「新見さん」

「よくできた子には、ご褒美をやらなくちゃな」

「え？」

　あ、と思った瞬間には背がベッドについていて、新見を見上げる形になっていた。

　新見は紅子の腰に跨がった状態でジャケットとシャツを脱ぎ捨てていく。

　上半身裸の状態になると、そのまま紅子に覆い被さってくる。

　閉じていた紅子の唇に彼の舌が触れた。早くそこを開けろと催促され、紅子はオズオズ唇から力を抜く。

　ヌルリと口内に入り込んできた新見の舌はとても熱い。紅子の何もかもを食らい尽くすかのように遠慮なしに舌は這いずり回る。

　先ほどまではブラジャーの上からの愛撫でもどかしかったが、今は直に彼の指が頂に触れて転がしたり弾いたりしている。

　次から次に襲ってくる快感の数々に、紅子はひっきりなしに甘く啼いた。

　胸の頂を弄っていた手はそのままウエストを弄り、そして――身体の中で一番熱く湿った場所へと指が入ってくる。

「フ……っ、んん！」

　鼻から抜ける声は、まさに甘美に満ちていて聞いている自分が恥ずかしくなる。

　新見の指が動くたびにクチュリと淫らな蜜の音がして、より一層身体が熱くなった。

「蜜が零れ落ちていくな……」

「っやぁ」

　恥ずかしがって身を捩らせている紅子から少し距離を置き、新見は見下ろしてくる。

　先ほどまでの愛撫で身体の奥底から快感を引き出された紅子にしてみたら、お預けを食っている状況。早くこの熱を発散してほしい。そう願っているのに、新見は愛撫の手を止めてしまった。

　泣き出してしまいたくなるほど新見の愛撫を渇望している紅子は、彼を恨みがましく見つめる。

「どうして……触れてくれないんですか？」

「触れてほしい？」

　本当に意地悪だ。土曜日にも新見の隠れた一面を見て驚いたばかりだが、やはり驚きが隠せない。普段とのギャップがありすぎて気持ちが追いつかないでいる。

　キュッと唇を噛む紅子に、新見は挑むような視線を向けてきた。

「触れてほしかったら、紅子が俺を誘導して？」

「え？」

　意味がわからず首を傾げると、新見は唇に笑みを浮かべる。

「俺に触れてほしいところ、広げて見せて」

「は……？」

「どこに触れてほしいのか、紅子が教えてくれないとわからないな」

「っ！」

　目を丸くした紅子の手を握り、蜜が零れ落ちて今すぐ触れてほしいと願っている場所に新見は紅子の手を導いていく。

　最初は驚きすぎて新見に為されるがままだったが、ハッと我に返った紅子は手に力を込める。

「っや……む、無理」

「無理？」

「無理です」

　泣き声で呟き、紅子はイヤイヤと首を横に振る。だが、新見は許してくれなかった。

「無理なら触れないよ、紅子」

「意地悪……意地悪です、新見さん」

「意地悪だよ、俺は。土曜日に気がついただろう？」

　言葉に詰まる紅子に対し、新見は妖しく頬を緩める。

「ほら、指で大きく開いてみて？」

「あぁ……!!」
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　甘く囁かれ、紅子の指は思考とは別の動きをし始めてしまった。

　彼の指に誘導されるように、紅子も自分の指で淡い茂みの奥を彼に見せつけるように暴く。

　新見の熱い視線を感じて、下腹部が反応しているのがわかる。トロリと蜜が零れ落ちていく感覚に、紅子は頬を染めた。

「よくできたな、紅子」

「新見……さ、ん」

　舌っ足らずで彼の名前を呼んだ紅子の目尻に新見は唇を押しつけたあと、「指はそのままにして開いておくように」と命令してくる。

　それに刃向かおうとした紅子だったが、新見の指が花芽に触れた瞬間、その考えはキレイに吹っ飛んでしまった。

　より深く甘い愛撫がほしくて、紅子はただ彼の命令通りに身体を開く。何度も花芽を擦られ身体は小刻みに震えてしまう。

　イきそうになるのに、イく直前で動きを止められる。その繰り返しに、紅子はどうにかなってしまいそうだった。

「お願い、新見さん！　もう、きてぇ」

「ん？」

「意地悪しないで。早く奥に欲しいの……っ！」

　早く早くと熱に浮かされたように叫んだ紅子だったが、そのあとの記憶があまりない。

　ただ新見の熱を感じて腰を震わせ、力尽きたことだけは覚えている。

　最初こそ意地悪にされたが、紅子が素直に彼を懇願したあたりからは甘く蕩けてしまいそうな愛撫と言葉の連続だった。それだけはきちんと身体も心も覚えていた。










　朝になり新見に起こされた紅子は、そのあとの彼にもかなり翻弄されることになる。

　シャワーを浴びたいとお願いすれば、新見は丁寧に紅子の身体を洗ってくれた。もちろん髪もキレイに洗ってくれて大事にされる。

　バスルームから出た後も身体を拭いてくれたのは新見で、ドライヤーをかけて髪をブラッシングしたのも彼だ。

　喉が嗄れてしまった紅子に、新見がホットレモネードを作ってくれ、朝ご飯用にとサンドウィッチまで作って持たせてくれる。

　紅子の自宅マンションまで車で送ってくれた新見だったが、そこまでもかなり大事に扱われた。

　彼の部屋から車に行くまで、そして車から紅子の部屋に行くまでは、すべて新見が紅子を抱き上げて連れて行ってくれたのだ。

　早朝ということで誰の目にも触れることはなかったが、顔から火が出そうなほどに恥ずかしかった。

　土曜日のあの夜から新見の知らなかった一面ばかりを見て、紅子は動揺せずにはいられない。

　新見はどういうつもりなのだろうか。

　『俺の女になれ』というのは、土曜日の出来事のお詫びを求められてのことだと思っていた。

　だが、それにしては新見は紅子に対してベタ甘で調子が狂ってしまう。

　責任を取って側にいろ、という新見の言葉から暗に『セフレになれ』と言われたのかもと思っていたのだが、なんだか様子がおかしい。

　世間一般のセフレをしている皆様がどんな朝を迎えているのかわからないが、こんなに甘ったるいものなのだろうか。

　その日以降も、新見は紅子を求めてくる。ときに意地悪に、ときに甘く……。

　飴と鞭のようで、すっかり紅子は新見のペースに嵌まってしまった。

　このまま女としてみてもらいたい。好きになってほしい。ずっとずっとこの関係を続けていきたい。

　そんな夢みたいな願いを抱いている紅子に対し、新見はどこか苦しそうにしていることがある。

　この前の夜も『あのな……紅子』と何かを打ち明けようとした新見だったが、笑ってごまかされた。

　甘やかな夜を過ごすたびに何かを言い出そうとする新見だが、言葉を濁すことを繰り返されている。

　彼はこの関係を解消しようと考えているのだろうか。そう思うと怖くて仕方がなくなる。

　新見のことが好きだからこそ離れたくはない。だけど、身体だけの関係はとても空しい。

　新見は積極的な女性が好きだと言っていた。となれば、大胆な女性を演じていた紅子のことを気に入っているだけかもしれない。

　しかし、あれは偽りの姿だ。紅子はセックスに積極的な女ではないし、恋愛事にも疎い一面がある。

　その嘘が明らかになったときは、取り引きが白紙になるときだ。

　嘘をつき続けていることが、かなり辛い。しかし、飴と鞭を使い分け、自分を可愛がってくれる新見から離れることができない。

　紅子は、この爛れた関係がいつ終わるのかとビクビクする日々を送ることになる。

　それと同時に、混乱を極めることになる嵐が紅子に近づいているのだが、このときの紅子には知るよしもなかったのだった。
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　新見との関係は進展もなく、だからといって後退もなく。

　相変わらず飴と鞭を使い分けられている状況であり、新見が何か言いたそうにしているのも変わらずだ。

　どこかシーソーゲームのような今の状況に嘆きたくもなるが、新見の側にいることができて嬉しく思っている自分もいる。紅子は複雑な気持ちに苛まれている状況だ。

　そんな中、五月になり紅子の元に念願の後輩が入ってきた。

　新入社員の河本こうもとは、大学院卒なので紅子とは同級生である。

　それでも入社時期だけを見れば彼にとって紅子は先輩だ。気を引き締めなくてはと挑んでいたのだが、この河本はなかなかに曲者で振り回され気味なのである。

　愛想も良く、教育係である紅子に対しても素直な態度で従ってくれていた。

　部の皆さんにもフレッシャーズらしい爽やかな対応に、評判も上々だ。

　新しい仕事もすぐに覚えて吸収するし、一つお願いするとその先も見据えて行動できる。

　すごく仕事が出来る人物だという紅子の印象だったが、ひとたび仕事を離れると人格が変わってしまう。それが紅子にとって困ったことに発展してしまっているのだ。

　どうやら河本は紅子のことを気に入ってしまったようなのである。それは、先輩としてではなく、女として。

『僕、直感は大切にする方なんです』

　そんな訳がわからない宣言をして、紅子に告白をしてきたのだ。

　新入社員らしからぬ大胆さで、なぜか紅子を口説いてくるようになってしまった。

　紅子は告白されるたびに当たり障りなく丁重にお断りしていたのだが、メディア戦略部の新入社員歓迎会の席でも彼のペースは崩れることはないようだ。

　新入社員らしくお酌しては上司と話したあと、にこやかな笑みを浮かべつつ紅子の隣に座り込む。

　主役は彼である。だからこそ、今日は距離を置けるのではと思っていたのだが、予想は見事に外れた。

「紅子ちゃん、飲み物は何にする？　お酒がもういいのなら、ソフトドリンクでも頼もうか？　それともノンアルコールドリンクがいい？」

「あのね、河本くん」

　どう考えても先輩に対しての態度ではない。教育係であり、部の先輩である紅子に対し『紅子ちゃん』はないだろう。

　同じ歳とはいえど、入社時期は紅子の方が先である。それなのに、この態度はいかがなものか。

　彼の上司に当たる新見が一度注意していたが、河本が改めようという姿勢を取らないのだ。だが、さすがは曲者河本と言うべきか。

　河本は仕事中は紅子のことを『伊沢さん』と呼び、ひとたび仕事を離れると『紅子ちゃん』と呼ぶ。うまく使い分けているのである。

　『オンとオフを使い分けているのでいいじゃないですか』というのが河本の言い分だ。

　うまく使い分けをしているので、新見は呼び名については直ったと思っていることだろう。紅子の方もあえて新見には伝えていないからだ。

　今も仕事の一環といえば一環なのに、新見の姿がないから『紅子ちゃん』と呼んでいる。

　河本は計算しつつ紅子に近づいているということだ。

　何度注意しても直らないため、紅子としても疲れて何も言わなくなってしまった。

　もし、紅子以外の先輩に対しても同じような振る舞いをするようなら、即座に注意をする。

　しかし、彼は紅子以外にはキチンとした対応をするのだ。そういうところがずる賢い。

　かといって紅子が河本に嘗められているという訳では決してないので、ますます強く注意ができない状況でもあるのだ。

「何度も言うけど、私は一応河本くんの先輩に当たるんだから、呑み会の場でも呼び名は気をつけてほしいんだけど」

「キチンと仕事中は気をつけてるよ？　ほら、さっき係長が無礼講って言っていたじゃない。だからいいと思うんだけど」

「あのねぇ……」

　ああ言えばこう言う河本に反論するのも疲れた紅子は、盛大にため息をついたあとにビールを飲み干した。

　グラスが空になり、河本はすかさず紅子にドリンクメニューを手渡す。

「ほら、紅子ちゃん。何がいい？　そろそろデザートを頼んでおく？」

「……」

　河本の紅子に対しての態度について、部の皆からは「甲斐甲斐しいねぇ」と面白がって傍観されている。

　仕事に影響がない状況なので、特に何も言わないスタンスを取っているようだ。

　それになんといっても今まで皆からマスコット扱いをされてきた紅子だから、河本も可愛がりたくなるのは仕方がないという見解を示している。

　紅子は声を大にして反発しているのに、先輩方からは温かく見守られている状況だ。

　そんなこともあって紅子が何を言っても無駄だということはわかりきっているので、今も尚ため息をつくしかできないのである。

　河本がしつこく聞いてくるものだから、ウーロン茶をお願いすることにした。

　彼がそれを注文しているのを聞きながら、紅子の視線は新見を探す。

　今日の新見は終日外回りで、終わり次第この会に合流すると聞いている。

　だが、未だにこの店に新見の姿がない。まだ仕事が終わらないのだろうか。

　ここ最近の新見はかなり多忙で、仕事以外では彼と話す機会が少ない。夜に会うこともなく、このまま不安定な関係はなくなってしまうのではないか。そんな心配が常に付きまとっている。

　だが、新見と身体だけの関係を続けることに意味があるのだろうか。

　紅子にとっては、ずっとずっと好きだった男性である新見と一緒にいることができれば嬉しい。だが、同時に空しさも込みあげてくる。

　新見は、紅子のことが好きで抱くわけではない。あの夜紅子が犯した罪を償わせるためであり、新見にとっては暇つぶし程度なのだろう。わかっているからこそ、新見といるのは切なくて苦しくなる。

　再び新見を探す紅子の目の前に、河本は店員が持ってきてくれたウーロン茶を置く。

「紅子ちゃん、酔っ払っちゃった？」

「……大丈夫」

「そう？　でも、ちょっと外の風に当たった方がいいんじゃない？」

「……」

　無言を貫く紅子の耳元で、河本は意味深に笑って言う。

「待ち人が来なくて心ここにあらず、かな？」

「っ」

　ウーロン茶のグラスを持つ手が一瞬震える。紅子の動揺に、河本はすかさず突っ込んできた。

「ちょっと外で話さない？　紅子ちゃん」

　新見と紅子の関係を知っているように匂わす河本に、戸惑いを隠せない。

　だが、周りにたくさんの人がいる場所でこれ以上のことを話してもらいたくない。

　紅子は小さく頷くと、河本に促されるままにその場を後にする。

「んー、ちょっとムシムシしているね」

「……」

「ここ最近は雨も多いしね、明日も雨かなぁ。ほら、星が見えないから天気が崩れそう」

　何も言わない紅子に対し、河本は世間話をしてくる。だが、紅子にとってそんな話はどうでもいい。

　河本がどこまで知っているのか。それを探ることに集中したい。

　紅子の心情を把握しているのだろう河本は、余裕の笑みを浮かべている。それがなんとも腹立たしかった。

「紅子ちゃんの待ち人については、あとで話そうか」

「今、話してくれないかな？」

「んー、ようやく紅子ちゃんと二人きりになれたんだから、僕としてはこの時間を有効に使いたいな」

　曲者河本らしい返しだ。のらりくらりと躱していく河本の手の内に、苛立ちが先に立つ。

　時間を有効に使いたいという河本の宣言通り、新見の話ではなく別の話題を振られる。

「何度も言っていて新鮮味がなくなっているかもしれないけど、僕の彼女になってくれないかな？」

「ごめんなさい。前にも言わせてもらっているけど、お断りさせていただきます」

　キッパリと言い切る紅子を見て、その答えは予想が付いていたのだろう。河本は苦笑する。

「やっぱり同じ答えしか返ってこないんだね」

「……ごめんね、河本くん」

　何度も告白を断っている手前、居心地が悪い。だが、何度告白されても答えは一緒だ。

　一貫して断る紅子に、河本は諦めもせずに続ける。

「これも何度も聞いていると思うけど、彼氏はいるの？」

「……いないよ」

「ふーん」

　河本は、いつもどおり面白くなさそうな顔をした。

　紅子も、この返答は何度かして言い飽きている。小さく息を吐き出しながら、紅子は顔を背けた。

　新見との関係に名前を付けるとしたらセフレという間柄なのだと思う。いや、フレンドではないから、違う呼び名が合っているのかもしれない。

　二人の関係をなんと言えばいいのか、紅子にもよくわからないのだ。

　きっかけは近江の結婚式の夜の出来事である。新見があんまり紅子を子供扱いして女として見てくれなかったことへの怒りで冷静な考えができず、襲いかかったことのお詫びとして関係を続けている。

　だが、本当にそうなのかと戸惑うことも多い。それほど新見は紅子にベタ甘なのだ。

　確かにＳっ気を振りまいて紅子を苛めることもあるが、それを上塗りするほど甘やかしてもくれる。

　はっきりいって新見の気持ちがわからない。だが、本人に真相を確かめる勇気もないのだ。

　新見から離れなくてはいけなくなるぐらいなら、今の関係に甘んじていよう。甘んじていたいと願ってしまう。

　河本に告白されている今も、紅子の頭は新見のことで一杯だ。そのことに内心苦笑してしまった。

　目の前でいつも通り飄々としている河本に視線を向ける。

　いつもの河本なら、ここで『じゃあ、また時期を見計らって告白します』というなんとも迷惑な言葉で締めくくられるのだが……今日は違っていた。

　河本はどこか紅子を試すような表情をしたあと、軽い口調で言う。

「彼氏がいないのなら、今からホテルに行こうよ」

「は……？」

　コンビニにでも行かない？　ぐらいに軽いお誘いだ。ビックリして目を見開く紅子に、河本は屈託なく笑う。

「心の相性も大切だけど、身体の相性も大切だよ？」

「な、何を言って……」

　呆気に取られながらも、思わず納得してしまいそうになる。

　河本がすごいのは、説得力のあるところだ。それは仕事にも生かされているように感じ、彼はどちらかというと営業職の方が向いているのではないかと密かに思っていた。

　だが、河本の口車に乗るつもりはない。このまま一緒にいれば、河本にうまく手のひらの上で転がされてしまいそうだ。

　店の中に逃げようとした紅子だったが、河本に腕を掴まれて強引に路地に引きずり込まれてしまった。

「何をするの!?」

「何って……キス？」

「は？」

　紅子は身体を壁に押しつけられ、河本に囲いこまれてしまう。

　過去に、河本はこれほど強引な行動をしてきたことはない。だからこそ、紅子は油断してしまっていた。

　なんとか逃げだそうとする紅子に、河本は薄く笑う。

「まずはキスしてみようよ」

「バカなこと言わないで！」

「そう？　だって紅子ちゃんはフリーなんでしょ？　それならキスの一つぐらいなんてことないと思うけど？」

　意味ありげに笑う彼に、紅子は恐れを為す。なんとか河本を正気にさせようと、紅子は必死だ。

「河本くん、酔っ払っているの？」

　なんとか話題を逸らそうと必死の紅子に対し、河本は余裕さえも感じるほどだ。

「酔っていないよ。これから紅子ちゃんを抱くのに、酔っ払っていたら勿体ないでしょ？」

　ズイッと顔を近づけられ、さすがにこの状況に危機感を募らせた。

「わ、わ、私！　河本くんとはそんな関係にならない！」

　強気の態度を前面に出す紅子だが、内心はヒヤヒヤしていた。早くこの状況を打破したい、その一心だ。

　だが、河本はより紅子に顔を近づけて不敵に口角を上げる。

「へぇ……紅子ちゃんは結構遊んでいるのかなって思っていたのにな」

「え？」

「だって、君にはセフレがいるんでしょ？　新見課長となんて、なかなかやるねぇ、紅子ちゃん」

　なぜ河本が紅子たちの曖昧な関係を知っているのか。頭の中が真っ白になりかけたが、紅子は慌てて首を横に振る。

　今、なんとしても河本に言い繕わなければ、これからどうなってしまうかわからない。

　なにより新見に迷惑がかかる。それだけは絶対にさせられない。

「違う！　そんなんじゃないよ」

　必死に取り繕おうとする様子を見て、河本は眉をピクリと上げた。

「新見課長をかばっているつもり？　課長に脅されているんじゃないの、紅子ちゃん」

「な、何を言って」

「君みたいな子が軽々しく肉体関係を持つとは思えないんだよねぇ」

「ち、違う！　新見さんに脅されてなんていない」

　何度も首を横に振る紅子の顎を掴み、河本は真剣な面持ちで見つめてくる。

　その瞳の強さに紅子は怖じ気づいてしまって声が出ない。紅子の震える唇を見て、河本は眉を顰めた。

「脅されていないというのなら……やっぱり紅子ちゃんはセックスに積極的なんだ」

「……」

　今は何を言っても河本の口車に乗ってしまいそうだ。キュッと唇を噛みしめていると、河本はクスッと小さく笑った。

「それならさ、セフレが一人増えてもいいんじゃないの？」

「何を言って……」

「そのまま僕に身を預けてくれるのなら、新見課長をなんとかしてあげる。紅子ちゃんみたいな子が、セフレをつくるなんて向いてないよ」

　河本の言う通り、新見との関係は褒められたものではないし、なにより紅子には割り切った付き合いなどできない。

　罪滅ぼしのために身体を重ねることも、積極的なセックスをすることも紅子には到底無理な話だったのだ。

　一度は会社を辞めて新見から離れる覚悟をした。だが、やはり彼から離れられない。

　しかし、今のこんな状況では辛すぎる。

　新見とは愛のあるセックスがしたいのだ。一方通行な気持ちで偽りの自分を演じるのは、もうイヤだ。

　堪えていた涙が頬を伝って落ちていく。その涙に河本が触れようとしたときだった。

　紅子は何者かの腕によって引っ張られ、その人の腕の中に導かれた。

　驚いて瞬きを繰り返す紅子の耳に、聞き慣れた、そして愛しい人の声が響いた。

「うちの紅子に何しているんだ？　新人くん」

「新見課長！」

　河本の驚く声が聞こえる。だが、紅子は新見に強く抱きしめられており、顔を上げることができない。

　必死にもがいて新見の腕から抜けだそうとするのだが、新見は依然として紅子を離してはくれないようだ。

　そんな紅子に対し、新見は呆れたように、だけど慈愛溢れる声色で呟く。

「しっかりと俺に懐くように紅子を躾けたはずなんだけどなぁ」

「それは、どういう意味で……」

　河本の戸惑う声が聞こえる。それに反応するように新見は鼻で笑った。

「河本。言っておくが、俺と紅子はセフレなんかじゃないぞ？」

　しらばっくれていると思ったのだろう。河本は明らかに強気の態度を示す。

「嘘はつかない方が身のためですよ。この前、課長と紅子ちゃんがホテルに入っていくところを見かけたんです。付き合っているのかとも思ったんですが、紅子ちゃんは否定するし、とても嘘をついているようには見えなかった。ということは、課長が無理矢理紅子ちゃんを抱いているんじゃないかと」

　それを聞いて紅子は身体を震わせた。

　また自らが蒔いてしまった種に、紅子は申し訳なさと後悔で胸が痛いほど締めつけられた。

　身を固くした紅子を守るように、新見はギュッと強く抱きしめてくれる。

　新見の体温が伝わり、彼に守られているように感じて幸せで涙が再び込みあげてきた。

　紅子の頭を撫でながら、新見はクスクスと笑うと河本に口を開く。

「んー、それはちょっと誤解があるかな。俺はきちんと紅子に聞いたぞ？　俺の女になるか？　って」

「へ!?」

　思わず突拍子もない声が飛び出してしまった。

　紅子のその声に驚いた新見は、ようやく腕の中から解放してくれたが、納得がいかない様子で見下ろしてくる。

「へ？　ってなんだよ、紅子。俺はあのとき、きちんとお前に聞いたよな？」

　新見が言う〝あのとき〟とはオフィスで交わした取り引きのときだろう。

　あのとき確かに言っていたが、それは愛人関係というかセフレの間柄というか……とにかく紅子に懺悔をさせたくて言ったのではないのだろうか。

　あまりに新見がベタ甘になるせいで、『もしかして、本当に私のことを彼女にしてくれるつもりなのかも？』なんて都合のいいように思ったことは否定しない。

　だけど、それは淡く儚い夢として処理しようと必死になっていたのだ。本当に妄想が現実になっていたのだろうか。

　新見を見上げると、彼は呆れたように肩をすくめて苦笑した。

「紅子はずっと誤解していたようだけど、俺に愛人だセフレだなんて必要ないし、面倒くさいからそんなのいらないぞ？」

「え？」

　呆気に取られている紅子を見て、新見はニヤリと意地悪く笑う。その笑い方は、まさに紅子を組み伏せているときに向けてくる顔と同じで、紅子は彼との情事を思い出して顔を赤らめた。

「俺は紅子を恋人にしたくて、俺の女になるか？　って聞いたんだぞ？　亨の結婚式の後に紅子のこと女として見ている自分に気がついたからな」

「う、うそ……っ」

「嘘じゃないぞ、紅子。お前が退職願を出してきたとき、このまま紅子を奪っちまおうと思って焦って言ったんだけど？」

「っ！」

「辞める！　なんてまた騒ぎ出すとマズイから、慌てて退職願を取り上げたんだけどな」

　あのとき、新見は何も言わずに紅子が出した退職願をジャケットに仕舞ったが、そんな意味が込められていたのか。

　まさかの告白に紅子の思考は追いつかない。一体これはどういうことなのだろう。

　妄想を何度も強く思い描いていたせいで、夢でも見ているのだろうか。

　だが、一つどうしても解せないことがある。先ほどの言葉だ。

〝紅子はずっと誤解していたようだけど〟と確かに言っていた。これについてはどう弁解するつもりなのだろう。

　紅子は新見のジャケットの襟を掴み、噛みつかんばかりに疑問をぶつけた。

「で、でも！　それじゃあ、なんで私が誤解しているのをわかっていて放置していたんですか？」

　もっと早くに誤解を解いてくれれば、こんなに悲しく切ない思いをしなくても済んだはず。

　新見のことだから、紅子が抱えている心の苦しみに気がついていたと思う。

　だからこそ、紅子が誤解していると見抜いていたのだから。

　だが、それではどうして今まで言わなかったのか。それが気にかかる。

　真剣な面持ちで新見に訴えれば、彼はあっけらかんとした様子で言った。

「ん？　慌てふためく紅子が可愛かったから」

「は……？」

「一応、今までに何度か言おうとしていたんだぞ？　だけどなぁ……紅子の困り顔がめちゃくちゃ可愛くてなぁ……つい」

「ついって……」

　ガックリと項垂れる紅子を見て、新見はクツクツと肩を震わせて笑う。本当にたちが悪い人だ。

　確かに新見はいつも何かを言いかけては言葉を濁すということを繰り返していた。

　恐らくそのときに誤解を解こうとしていたのだろう。だが、新見の言い分を聞く限り、紅子の反応が楽しくて苛めていたということなのか。

　こんなところにも新見のドＳっぷりが発揮されていたとは。

　今まで悩んでいた時間を返せ！　と抗議したくもなる。

「積極的な女が好きだとは言ったが、紅子ならどんな紅子でも好きだぞ？　為されるがままのマグロだって大歓迎だ」

「マグロ……」

　紅子が目を白黒させていると、新見は愛でるように頭を撫でてきた。

「俺の隠している一面を見ても紅子は変わらずに好きでいてくれた。そのことにどれだけ安堵して、嬉しかったか。お前にはわからないだろうな」

「新見さん？」

「本当に可愛いよな、紅子は」

　なぜかしみじみと言う新見に、紅子は羞恥で身体が赤く染まりそうだ。

　視線を泳がせていると、新見は腰を屈めて紅子と視線を合わせてきた。

「ってことで。わかったよな、紅子」

「え？」

「俺の女になるかっていう口説き文句は、誰彼構わず言わない。お前だから言ったんだ」

「っ！」

「わかれよ、紅子」

　頬を優しく撫で、涙を拭き取ってくれた大きな手。新見の手にどれほど翻弄され、そしてどれほど愛されたか。

　男性らしい手に頬ずりして、その熱と感触に今まで抱えてきた悩みを昇華させる。

（この手を取ってもいい。取ってもいいんだ）

　震えるほどに喜びが込みあげ、再び泣いてしまいそうだ。

「なる！　新見さんの女になります！」
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　声高らかに宣言する紅子を見て、新見の眦が下がる。

　彼の嬉しそうな表情を見て、紅子は胸がキュンと鳴いたのがわかった。

　チラリと河本に視線を向けると、呆れかえったように大きくため息を吐いている。

　そういえば彼がこの場にいるということは、すっかり紅子の頭から抜け落ちていた。

　こんなやり取りを見られてしまい、今更ながらに恥ずかしさが襲ってくる。

　河本になんと言えばいいだろうか、と紅子が戸惑っていると、新見は河本に冷たい視線を送った。

「ってことで、河本。うちの紅子に今後付きまとうな。目障りなんだよ」

「……」

「可愛い紅子に触れていいのは、俺だけだ」

　独占欲丸出しの新見に驚く紅子を見て、河本は肩をすくめた。

「はいはい、わかりましたよ。新見課長の紅子ちゃんに対する独占欲は」

「わかったのなら、さっさと戻れ」

　シッシッと手で追い払う新見に、河本は面白くなさそうに唇を尖らせる。

「このまま紅子ちゃんを連れ出して、俺の歓迎会を欠席するつもりでしょう？」

「ハハハ。今年の新人はなかなかに頭が切れるじゃないか。期待してるぞ、河本」

　河本はそれ以上は何も言わず、背中を向けて手を挙げると店の中に消えていった。

　その後ろ姿を見送っていた紅子の耳元で、新見は甘く囁く。

「さぁ、今からは紅子への罪滅ぼしの時間だ」

「え？」

「と言うのは建前で、甘く蕩かしてやるから覚悟しておけよ？」

　そう言って口角を上げる新見の意地悪そうな顔。これはどう考えても苛められるの間違いじゃないだろうか。

　一抹の不安を抱く紅子の腰を抱き、新見は駅へと歩みを進めた。
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「コーヒーでいいか？」

「あ、はい」

　新見は自宅マンションに戻ると、紅子をまずはソファーに座らせた。

　ケトルに水を張って沸かしながら、新見はドリップコーヒーの準備をし始める。

　ここ最近は仕事が忙しすぎて、自宅マンションに紅子を招き入れることはなかった。

　彼女の姿がこの部屋にあるのを見て、安堵と嬉しさが込みあげてくる。

　まだ湯が沸かないので、ソファーに座っている紅子の隣に腰をかけた。

　何度かこの部屋に紅子を連れ込んだが、こんなふうに肩を並べてソファーに座ることはなかったように思う。

　いつも紅子を部屋に連れ込んだあとは、獣のように紅子に襲いかかっていたことを思いだし、さすがに大人げなかったと反省をする。

　新見が紅子の隣に腰を下ろすと、彼女の頬がほんのりと赤く染まった。その様子が可愛らしくて、めちゃめちゃにしたくなる衝動に駆られる。

　それにしても、と先ほどの河本とのやり取りを思いだし、安堵のため息が知らぬ間に零れてしまう。

　彼がメディア戦略部に配属になってからひと月が経とうとしているが、まさか教育係である紅子に目を付けるとは思ってもいなかった。

　時折紅子に見つからないように彼に牽制をかけていたのだが、なかなか通じずに焦っていたことは内緒にしておきたいところだ。

　河本という男、新卒ながらにキレ者になりそうな素質がある。仕事面に関してだけを言えば、大型新人が入ってきたと喜ぶべきところなのだろう。しかし、あの男が紅子を狙っているということに関しては脅威でしかなかった。

　だからこそ今、こうして紅子と二人で過ごせることに感謝しかない。

「新見さん、お湯が沸いたみたいですよ？」

「あ、ああ……本当だな」

　ピーピーと鳴って湯が沸いたとケトルが知らせていた。そのことに気づかず思いふけっていた自分に苦笑したあと、火を止めてケトルを持ち、コーヒードリップに湯を注ぐ。

　紅子の目の前にコーヒーのマグカップを置くと、彼女は意を決したように問いかけてきた。

「さっきの言葉、信じてもいいんですよね？」

「もちろんだ。悪かったな、紅子」

　未だに信じられないようで不安に揺れる紅子の瞳を見て、申し訳なさが込みあげてくる。同時に、あの夜のことが鮮明に脳裏に浮かんできた。

　あの夜――亨の結婚式の日――は新見にとって紅子への見方が変わった瞬間だった。

　今までだって紅子のことを可愛い部下だと思っていたのは確かだ。ペットのように、時には妹のように可愛がってきたことは自他共に認めている。

　だからこそ、紅子を女として見ることになろうとは、あの夜まで思ってもいなかった。

　紅子からの好意は薄々と感じていたが、自分に対しての気持ちは年上の男に対しての憧れと同等だと思っていた。

　だからこそ、あの夜ホテルの一室で紅子に押し倒されたときには驚愕したものだ。

　女の顔をして新見に迫る紅子は、今までの可愛らしい女という概念を見事に打ち砕いていた。

　しかし、それはすぐに偽りの姿だと見破った。紅子の指が、声が震えていたからだ。

　そんなに無理しなくていい、そう言うべきだったことはわかっている。

　だが、あのときの新見は紅子の色香に当てられて気分が高揚した上に、新見の自慢できない性癖である女性を苛めたくなるというドＳな一面を抑えることができなかった。

　Ｓな一面を出したあと、我に返って青ざめたのは言うまでもない。

　他の女性と同様で紅子にも引かれるのだろう、そう思っていたのだが、彼女はためらいもなく新見を受け入れてくれた。あの瞬間に紅子のことを絶対に逃がしはしないと強く思ったのだ。

　紅子の肩を引き寄せて彼女の頭をゆっくりと撫でると、安心したように身体を預けてきた。そんな彼女が愛おしい。

　新見はそんな紅子に対し、すべて白状しようと決意した。

「本当は退職願をお前が持ってきたときに俺の本当の気持ちを言おうと思っていたんだが、紅子があんまり可愛くてな、つい」

「ついって!!」

　憤慨する紅子を見て、新見は眉を下げる。また『つい』と言ってしまったからだ。

　河本に絡まれているときにも言ったので、紅子が怒るのも仕方がないことだろう。

　紅子がなにやら勘違いをし、新見との関係は罪滅ぼしによるものだと勘違いしているとわかっていた。

　だが、必死に言い繕ってくる紅子があまりに可愛すぎて意地悪をしてしまったのだ。

　自分の性癖を呪いつつも、やはりあのときの紅子は愛らしかったと目尻を下げる。

「だって本当のことを告げてしまったら、一生懸命俺に好かれようとして頑張っている可愛い紅子を見る事が出来なくなるだろう？」

「なっ……！」

「それは惜しいと思ってな」

　新見の懺悔に、紅子は言葉が出てこないほど呆れかえっているようだ。そんな紅子もキュートで思わず苛め倒したくなってしまう。

　性懲りもなく紅子を苛めたいと思う自分に苦笑いが浮かぶが、あのときの自分の心境を包み隠さず白状する。

「迷いつつ、それでも真実を告げないまま再び抱いてしまったんだよなぁ」

「……新見さん」

「でも、あれは仕方がない。紅子が健気で可憐だったから」

　うんうんと何度も頷いて納得する新見に対し、紅子は口を尖らせて抗議してきた。

「なにを正当化しているんですか！　ちょっと問題ありですよ。新見さんは意地悪です！」

　顔を真っ赤にさせて食ってかかる紅子も、格別にそそられる。そんなことを言ったら、彼女はどんな反応を見せるのか。思わず舌なめずりしたくなる。

　ニヤリと口角を上げると、紅子はあからさまに身体を硬直させた。

「なんだ？　今頃知ったのか」

　クツクツと意地悪く笑うと、紅子は身体を震わせて怒りを露わにする。

「新見さんがドＳだなんて聞いていません！」

「そりゃそうだ。誰にも言ってないし、見せていないから」

「また、そんな開き直りを！」

　ますます憤慨する紅子の唇をすかさず奪い、軽いキスをする。すると一瞬で紅子の頬が赤くなった。本当に可愛い。

「紅子を苛めて可愛がるけど、それ以上にベタベタに甘やかしているつもりだけど？」

「うっ……！」

　心当たりがあるのだろう。紅子は視線を泳がせる。

　確かに苛めるのは好きだ。好きな女が困り果てながらも涙目で上目遣いをしてきたら、このまま二度と離したくないと思ってしまうほどだ。

　だけど、苦痛に歪めたい訳じゃない。可愛がりたいだけなのだ。言わば愛ある弄りでもある。

　弄られる本人としては、異議あるとは思うけれど。

　だからこそ、苛めたあとはこの上なく極上な愛撫をし、愛を囁く。可愛がって蕩けていく表情を見ることも好きだからだ。

　理不尽に正当化する新見に対し、彼女はまだ納得がいかないらしい。少し苛めすぎてしまっただろうか。

　紅子に機嫌を直してもらいたくて、彼女を抱き寄せるが、やはり紅子が困って怒る表情も見たいと思ってしまう。本当に自慢できない性格である。

「ドＳ新見を拝めるのは、世界中でただ一人。紅子だけなんだぞ？　それに、俺のＳっぷりに付き合えるのも紅子だけだ。喜べ」

「喜べません!!　それにまだ私は許していませんからね！　私がどれだけ新見さんのことで悩んでいたか！」

　ポコポコと胸板を叩かれたが、その可愛らしい行動に胸がキュンと鳴いた。

　――ああ、紅子。お前はどうしても俺のＳな部分を引き出してしまうようだ。

　キュッと彼女を抱きしめ、頭上にキスを一つ落とす。

「だって恥ずかしそうにしながらも、腰を振るお前が可愛すぎて。もう少し見ていたかったんだよ」

「うー！　このドＳ!!」

「お褒めにあずかり光栄だな」

「褒めてな――い!!」

　ああだこうだと文句を言い続ける紅子を抱き上げ、ベッドルームへと足を運ぶ。その間も、彼女は抵抗を続けたが、ベッドに下ろした瞬間、新見の琴線を引く言葉を言い放ったのだ。

「……でも、ドＳな新見さんも好きです」

「紅子」

「やっと好きって言えた」

　そう言ってほほ笑む紅子を見て、身体中の血液が沸騰したんじゃないかと思えるほど熱くなっていく。きっと顔なんて真っ赤に染まっていることだろう。

　極上の笑みを浮かべた愛しい女がベッドにいたら、することなんてただ一つだ。

「紅子、愛してる」

　甘ったるい愛の言葉を囁き、そして大事に大事に彼女を愛したい。

　新見は紅子を押し倒し、情熱的なキスを仕掛けたのだった。
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